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平成２９年第１回大分県議会定例会

予算特別委員会会議記録（第６号）

――――――――――――――――――――

１ 委員会を開催した年月日、時刻及び場所

平成２９年３月２１日

午前１０時 １分から

午後 ２時５４分まで

本会議場において

――――――――――――――――――――

２ 出席した委員の氏名

委 員 長 嶋 幸一

副 委 員 長 土居 昌弘

阿部 英仁 志村 学

衛藤 博昭 大友 栄二

吉冨英三郎 井上 明夫

木付 親次 古手川正治

毛利 正徳 油布 勝秀

衞藤 明和 濱田 洋

元吉 俊博 末宗 秀雄

御手洗吉生 井上 伸史

麻生 栄作 近藤 和義

木田 昇 羽野 武男

二ノ宮健治 三浦 正臣

守永 信幸 藤田 正道

原田 孝司 小嶋 秀行

馬場 林 尾島 保彦

玉田 輝義 平岩 純子

久原 和弘 戸高 賢史

吉岡美智子 河野 成司

荒金 信生 堤 栄三

桑原 宏史 森 誠一

――――――――――――――――――――

３ 欠席した委員の氏名

後藤慎太郎 佐々木敏夫

――――――――――――――――――――

４ 出席した委員外議員の氏名

なし

――――――――――――――――――――

５ 出席した県側関係者

財政課長 大友 進一

……………………………………………………

病院局長 田代 英哉

県立病院長 井上 敏郎

羽田野茂則病院局次長兼県立病院事務局長

総務経営課長 疋田 敏彦

会計管理課長 秋吉 一德

医事・相談課長 波多野英昭

総務経営課総務企画監 廣末 隆

医事・相談課医事班参事 首藤 重敏

……………………………………………………

警察本部長 松坂 規生

警務部長 加門 俊彦

生活安全部長 髙山 譲二

刑事部長 小代 義之

交通部長 板井 英明

警備部長 農木 寿郎

警務部参事官兼警務課長 中津留三次
生活安全部参事官兼 宮脇 弘文生活安全企画課長
刑事部参事官兼 原田 賢二刑事企画課長
交通部参事官兼 木村 浩和交通企画課長

会計課長 甲斐 芳文

交通指導課長 渡邉 豊士

交通規制課長 三浦 一也

運転免許課長 岩尾 正憲

警備第二課長 佐伯 義人

警務課組織管理監 芹川 俊彦

会計課予算補佐 松中 一寿

……………………………………………………

教育長 工藤 利明

教育次長 宮迫 敏郎

教育次長 岩武 茂代

教育次長 木津 博文
教育庁参事監兼 森﨑 純次教育財務課長

教育改革・企画課長 能見駿一郎

教育人事課長 藤本 哲弘

福利課長 中村 均子

義務教育課長 米持 武彦

生徒指導推進室長 樋口 哲司

特別支援教育課長 後藤みゆき
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高校教育課長 姫野 秀樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲斐 順治

文化課長 佐藤 晃洋

体育保健課長 井上 倫明

山上 啓輔屋内スポーツ施設建設推進室長

――――――――――――――――――――

６ 付託事件

第１号議案から第１４号議案まで

――――――――――――――――――――

７ 会議に付した事件の件名

① 病院局関係予算

② 警察本部関係予算

③ 教育委員会関係予算

④ 分科会の設置及び付託

――――――――――――――――――――

８ 議事の経過

―――――→…←―――――

ただいまから、本日の委員会を開嶋委員長

きます。

この際、付託された予算議案を一括議題と

し、これより病院局関係予算の審査に入りま

すが、説明は主要な事業及び新規事業に限り、

簡潔かつ明瞭にお願いします。

―――――→…←―――――

病院局関係

それでは、病院局関係予算につい嶋委員長

て執行部の説明を求めます。

病院局に関して御審議いただ田代病院局長

きます予算議案は、第１２号議案でございま

す。

なお、参考までに、まず第１号議案平成２

９年度大分県一般会計予算のうち、福祉保健

部予算の中の病院局関係につきまして御説明

申し上げます。

予算に関する説明書は、２６１ページにな

りますが、本日はお手元にお配りしました平

成２９年度病院局予算概要という資料に沿っ

て説明をさせていただきます。

それでは、資料の１ページ目をお開き願い

ます。

まず、病院局に関連する平成２９年度の一

般会計予算につきまして御説明いたします。

表の左にあります事業名欄の県立病院対策

事業費は、１１億５，７０９万８千円でござ

います。一番右の事業概要欄を御覧ください。

まず、一番上の病院事業会計負担金１１億

５，６５２万１千円につきましては、県立病

院が行いますがん治療部門や救命救急部門な

ど、政策医療の不採算部門の運営や施設・設

備の建設改良に充当いたしました企業債の償

還に必要な経費などについて、地方公営企業

法に基づいて一般会計から支出するものでご

ざいます。

この負担金の中には、旧三重病院の建物等

の起債償還残に対する負担金を含んでおりま

す。

なお、平成２８年度当初予算額と比較しま

すと、ページ右下にありますように、４，７

１７万３千円の減額、前年比９６．１％とな

っております。

また、上の表の一番右、事業概要欄にあり

ます基金積立金５７万７千円につきましては、

福祉保健部が所管しております県立医療施設

整備基金の運用利息を積み立てるものでござ

います。

以上で一般会計予算のうち、病院局関係分

の説明を終わらせていただきます。

続きまして、第１２号議案平成２９年度大

分県病院事業会計予算につきまして御説明い

たします。

議案は７０ページになりますが、本予算に

つきましても、引き続きこの予算概要で説明

させていただきます。

１枚めくって２ページ目をお開き願います。

平成２９年度予算と平成２８年度予算との

比較でございます。

病院事業会計予算につきましては、当該年

度の収支を計上する収益的収支予算と将来の

経営活動に備えて行う建設改良費や建物等の

企業債の償還金等を計上する資本的収支予算

に分かれております。

まず、上の表の収益的収支予算について御

説明いたします。
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表の一番上、病院事業収益につきましては、

１５３億６，７００万円を計上しております。

これは、平成２８年度と比較しますと、一番

右の主な増減理由欄に記載しておりますが、

入院収益が２億２，８００万円、外来収益が

３億４，６００万円と、共に増収見込みのほ

か、一般会計負担金が３，３００万円の減、

医大関連実習負担金や資本的収入の負担金の

一部繰入れによる資本費繰入収益の減などを

合わせまして、全体では５億２，５００万円

の増額となります。

一方、その下の病院事業費用でございます

が、１５２億１，２００万円を計上しており

ます。これは、前年度と比較しますと、給与

改定と職員の増加に伴う給与費の増、収益増

に伴う薬品費等を含む材料費の増、平成２８

年度に医療情報システムを更新したことに伴

う減価償却費の増などにより、全体では６億

３００万円の増額となります。したがいまし

て、平成２９年度当初予算の単年度損益は１

億５，５００万円の黒字を見込んでおります。

次に、下の表の資本的収支予算については、

後ほど資料の５ページで御説明いたします。

３ページをお開きください。

先ほど御説明した平成２９年度予算の内訳

でございます。

まず、収益的収入及び支出についてでござ

います。

初めに、（１）病院事業収益であります。

医業収益は、入院収益、外来収益、室料差

額収益などのその他医業収益を加えて、小計

の欄にありますように、１４１億７，６３６

万１千円を見込んでおります。

医業外収益は、受取利息や国、一般会計か

らの補助金、冒頭で御説明いたしました一般

会計からの病院事業に対する負担金を含めた

負担金交付金、これらに長期前受金戻入と資

本費繰入収益、その他医業外収益を合わせま

して、小計の欄にありますように、１１億７，

１１３万４千円を見込んでおります。

ほかに、過年度損益修正益などの特別利益

を加え、病院事業収益は表の右側一番下の合

計欄にございますように、１５３億６，６９

４万円でございます。

次、４ページ目をお開きください。

（２）病院事業費用でございますが、まず

左の表の医業費用につきましては、職員の給

与費、薬品費等の材料費、委託料や光熱水費

等の経費、施設や医療機器等の減価償却費な

どでございまして、表の右側上段の小計欄に

ございますように、１５０億７，８３３万９

千円を見込んでおります。

また、医業外費用は１億３，１４８万３千

円で、内訳としては、支払利息及び企業債取

扱諸費が主なものでございます。これに特別

損失を加えまして、病院事業費用は右の一番

下、合計の欄にありますとおり、１５２億１，

１８２万２千円でございます。

次に、５ページ目を御覧ください。

資本的収入及び支出についてでございます。

まず、（１）の資本的収入は、左の表に掲

載している企業債、負担金及び補助金で構成

され、そのうち企業債は１４億７千万円、企

業債の償還に充当する他会計負担金は４億８，

０４２万８千円、精神医療センターの整備に

関する補助金は４３６万７千円であります。

この合計は、１９億５，４７９万５千円とな

っております。

また、右の表、（２）資本的支出は、建設

改良費、企業債償還金及び他会計からの借入

金償還金で構成され、建設改良費のうち、資

産購入費は、医療機器整備などに支出するた

めの費用４億円でございます。

その下の改築事業費は、大規模改修事業に

係る給排水設備等の工事費用や、精神医療セ

ンターの整備に係る実施設計費用及び建設予

定地の工作物の移設費用など、合計１２億２

２４万８千円を計上しております。

そして、企業債の償還元金の返済である企

業債償還金が９億５，４３３万５千円、旧三

重病院の借入金の償還である他会計からの借

入金償還金が６６８万円でございます。

以上、資本的支出を合計しますと２５億６，

３２６万３千円となります。
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その下の欄外に記載をしておりますが、資

本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額は、これまでどおり過年度分損益勘定留保

資金などの内部留保資金で補填することとし

ております。

以上で一般会計予算の病院局関係分及び病

院事業会計予算の説明を終わらせていただき

ます。御審議のほど、よろしくお願いをいた

します。

以上で説明は終わりました。嶋委員長

これより質疑に入りますが、執行部の皆さ

んに申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自

席で起立の上、マイクを使用し、簡潔明瞭に

答弁願います。

事前の通告者が３名おります。

それでは、順次指名してまいります。

概要の５ページ、精神医療セ土居副委員長

ンター整備について伺います。

まず、その事業の内容を少し詳しく教えて

ください。

それから、このセンター開設に向けて、や

はり大きな課題は医師をどのように確保する

かという問題でございます。今後、医師の確

保、並びにスタッフの皆さんをどのように確

保していこうとされているのか、その動きに

ついて伺います。

精神医療センターの整備につ田代病院局長

きまして御説明いたします。

来年度の事業の内容でございますが、今年

度の基本設計に引き続きまして、実施設計を

行うことといたしております。また、建設予

定地内に臨床検査後の薬品等の処理をする化

学浄化処理施設がございます。３０年度に本

体の建設工事を着手することとしております

が、その化学浄化処理施設をその前に撤去・

移転するものでございます。

次に、医療スタッフの確保でございます。

医師や看護師など、医療スタッフの確保や

養成は、精神医療センターを安定的に運営す

るため最も重要な課題であると認識しており

ます。昨年３月にまとめられた県立精神科基

本構想では、求められる医療機能を果たすた

めには、医師５名以上、看護師２４名以上、

精神保健福祉士２名以上、臨床心理士１名以

上の人員態勢が必要とされております。それ

を踏まえまして、２９年度に採用計画を立て

る予定でございます。

医師の確保につきましては、大分大学医学

部と協力を図りながら、必要な人員の確保に

全力で努めてまいります。また、医療スタッ

フのうち看護師については、精神疾患患者の

専門的な治療と併せ、身体合併症の対応も必

要でありますことから、新規に採用する看護

師に加え、身体科に精通した看護師を院内か

ら登用することも必要と考えております。予

定どおり３２年度中に開設できるよう、今後

も人材確保を図ってまいります。

私も今のことをちょっと確認をしよ堤委員

うと思っておりました。スタッフの確保の問

題ですね。今、土居さんの流れの中で、大分

大学との協議も進めていると、その協議の状

況というのが分かれば一つ教えていただきた

いと、医師の確保の問題についてね。

それと、委員長、ちょっとほかのやつを確

認したいと思うんですけども、よろしいです

か。

それではもう一つ、３ページを、入院と外

来収益が平成２８年度当初に比べて増える予

定になっているんですね。多分これは人数だ

とか診療単価が増えるんでしょうけども、具

体的な増える理由というのはどこにあるのか

と。

もう１個、旧三重病院の跡地の活用、その

協議は今どういうふうになっているかという

ところを教えてください。

まず、羽田野病院局次長兼県立病院事務局長

医師の確保でございます。

大分大学の精神科と基本構想が決まった後、

随時情報の交換をいたしております。具体的

には、現在３２年度の開設に向かっての人数

は、まだ最終的な数字は固まっておりません。

先ほど申しましたように、５名以上の確保に

つきまして、大学側と協議をしているところ

予算特別委員会会議記録 第６号
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でございます。大分大学も積極的に医師の確

保に協力していただくという回答は、頂いて

おります。

入院及び外来の収益増の疋田総務経営課長

要因でございますが、まず入院につきまして

は、電子カルテの利点を生かしまして、患者

さんの退院前日の１６時までに退院の情報を

ドクターが電子カルテに入力します。病棟に

おきましては、その情報を基に次の患者の受

入れ準備に入るといった取組をすることによ

りまして、効率的な病床運営ができるように

なっています。また、外来におきましては、

地域の医療機関との連携がうまくいって稼働

が上がってきているという状況がございます。

また、外来においては、抗がん剤治療を外来

でできるようになっておりますので、稼働の

金額が上がってきているものであります。

それから、旧三重病院の財産に関しまして

は、知事部局に管理換えを行いましたので、

現在私どもではその状況の把握はできており

ません。

大分大学との協議を進めてるという堤委員

ことなんだけども、仮に大分大学以外でも協

議はしているのか、つまり絶対にその５名を

確保しなければならないわけですけども、そ

ういう方向性も、今それは選択肢の中に入っ

ているのかということを再度確認をします。

堤委員には、精神医療センタ田代病院局長

ーの医師の確保について非常に心配をしてい

ただいて、有り難く思っております。

医師の確保については、各大学の医局との

信頼関係が最も重要でございまして、ほかの

医局と何か相談をしているというようなこと

になりますと、そこで信頼関係が絶たれてし

まって、その後の協議なかなかうまくいきま

せん。したがいまして、現在のところ大分大

学は対応していただけるというような回答を

頂いておりますので、一応その方向だけで今

進めておるところでございます。

まず一つが、予算概要３ページの守永委員

右側にあります大分大学医学部実習生受入負

担金の計上なんですけども、これは毎年どの

ような学生を何人受け入れているのか、教え

ていただきたいと思います。多分お医者さん

が中心になるんだろうと思いますけども、医

師だけなのかも含めて。

あと、受入れ大学については、大分大学だ

けなのかも様子を教えていただきたいと思い

ます。

あと、それと概要の４ページ左側の給与費

と同じページ右側の研究研修費について。精

神医療センターの設置に向けての準備に入っ

ていくわけですが、先ほど土居副委員長から

の質問もありましたけども、精神医療センタ

ーで勤務する看護師等の採用や現在病院局に

いる看護師から登用するというお話もありま

したが、その看護師の研修について、具体的

にどのようにしていく計画をお持ちなのか、

お伺いしたいと思います。

また、その研修に関しては、予算的にどの

くらいの経費を見積もることになるのか、も

し分かれば教えてください。

まず、毎年どのような学疋田総務経営課長

生を何人受け入れているのかということにつ

いてでございます。

県立病院では、大分大学医学部関連教育病

院として、大分大学医学部医学科６年生の臨

床実習を受け入れています。学生の受入れ人

数は、平成２６年度９８人、平成２７年度１

１０人、平成２８年度１１１人と推移し、来

年度は１１２人を予定しています。毎年４月

から７月に、六つのグループに分けて臨床実

習を行っています。学生１人当たりの実習期

間は２週間で、希望する二つの診療科におい

て１週間ずつ実習を実施しています。

続きまして、受入れ大学は大分大学だけな

のかということに関してでございます。

医学部に関しては、大分大学のみです。医

学部以外では、県内外の看護師や薬剤師等の

医療技術者を養成する大学、専門学校等から

実習生の受入れを行っています。主な県内の

大学等は、県立看護科学大学、日本文理大学、

別府大学、藤華医療技術専門学校、別府市医

師会看護専門学校などでございます。職種別
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では、看護師、助産師、薬剤師、診療放射線

技師、臨床検査技師、理学療法士、管理栄養

士、視能訓練士、救急救命士などとなってお

ります。

看護羽田野病院局次長兼県立病院事務局長

師につきまして、県立精神科基本構想では、

看護師２４名以上の人員態勢が必要とされて

おります。それを踏まえまして、２９年度に

採用計画を立てるとともに、研修の在り方に

ついて検討をしていきたいと考えております。

研修につきましては、精神医療に対する知識

と技術の習得が必要ということで、一定の研

修期間が必要であると考えております。

以上のことから、２９年度の予算、研究研

修費については、精神医療センターの医療ス

タッフに係る経費は計上しておりません。来

年度に検討を行う採用計画等に基づいて研修

計画を立ててまいりますので、その後必要な

経費を確保してまいりたいと考えております。

医学部実習生受入負担金について守永委員

は、負担金を受け入れた中で研修を担ってい

くということになると思うんですけども、命

に関わる職業人を養成するということで、是

非きちんと成果の上がる研修を実施していた

だければと思います。

それと、精神医療センターの設置に向けて

の研修については、２９年度中に計画を練る

ということですので、しっかりとした研修内

容を構築していただきたいと思いますし、や

はり現場は、今県立病院に勤める方々も、ど

ういう職場になっていくんだろうか、またど

ういう研修が準備されて、それを踏まえた中

できちんと勤まるものかというのは、非常に

不安になってると思うんですね。そういった

情報提供は、職員の皆さんとも対応しながら

機能がフルに発揮できるように準備をお願い

したいと思います。

以上で事前通告者の質疑を終了し嶋委員長

ました。

ほかに御質疑のある方は挙手をお願いしま

す。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですので、嶋委員長

これをもって病院局関係予算に対する質疑を

終わります。

なお、執行部が入れ替わりますので、しば

らくそのままお待ちください。

―――――→…←―――――

警察本部関係

これより警察本部関係予算の審査嶋委員長

に入りますが、説明は主要な事業及び新規事

業に限り、簡潔かつ明瞭にお願いします。

それでは、警察本部関係予算について執行

部の説明を求めます。

第１号議案平成２９年度大松坂警察本部長

分県一般会計予算のうち、警察本部関係につ

いて御説明いたします。

お手元の資料、平成２９年度警察本部予算

概要の１ページをお開きください。

平成２９年度警察本部当初予算の概要でご

ざいます。

ローマ数字Ⅰの予算のポイントを御覧くだ

さい。

平成２９年度の県政推進指針の重点施策で

ある１の安全・安心を実感できる暮らしの確

立への取組の基本方針は、犯罪に強い地域社

会の確立及び人に優しい安全で安心な交通社

会の実現であります。

また、２の危機管理態勢の充実（防災力・

防災機能の強化等）への取組の基本方針は、

救助・救援体制の確保であります。

ローマ数字Ⅱの事業体系を御覧ください。

平成２９年度県政推進指針の体系に沿って

重点事業を御説明いたします。

安心・活力・発展の大分県づくりの推進の

うち、１の（５）安全・安心を実感できる暮

らしの確立に向け、①犯罪に強い地域社会の

確立のため、鑑識科学センターの建設や大分

東警察署の建て替えを進めるなどして、警察

基盤の充実強化を図るほか、街頭防犯カメラ

を設置する自治会等への支援や特殊詐欺被害

防止対策の強化を行いたいと考えております。

また、②人に優しい安全で安心な交通社会

の実現のため、信号機等の交通安全施設を整
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備し、交通の安全と円滑を確保するとともに、

交通事故総量を抑止するための街頭啓発活動

や高齢者に対する各種交通安全施策を実施す

ることにより、交通事故防止を図りたいと考

えております。

さらに、（９）危機管理体制の充実（防災

力・防災機能の強化等）に向け、①大規模災

害等への即応力の強化のため、装備資機材等

を充実させたいと考えております。

次に、２ページの総括表をお開きください。

下段の合計欄の平成２９年度の警察費の当

初予算額は、２７４億４，３９６万５千円で

ございます。これを平成２８年度当初予算額

と比較いたしますと、一番右の列の伸び率に

記載のとおり１０４．１％、つまり４．１％

の増額となります。

３ページを御覧ください。

人件費と事業費に区分した総括表でありま

す。

上段の人件費の予算額は２０７億１，７８

０万９千円で、退職者の減少等により、平成

２８年度当初予算額と比較しますと１億９，

３１１万７千円、率にして０．９％の減額と

なります。

その下、事業費の予算額は６７億２，６１

５万６千円で、鑑識科学センターと大分東警

察署の建設費の増額等により、平成２８年度

当初予算額と比較しますと１２億６，６７６

万３千円、率にして２３．２％の増額となり

ます。

以下、予算科目の目ごとに事業の概要を記

載しておりますが、その中から主要な事業を

中心に御説明いたします。

まず、５ページをお開きください。

右上の目は、警察本部費でございます。

事業名、給与費２０７億１，７８０万９千

円は、警察官２，０９２人、一般職員３４５

人、計２，４３７人に対する給料、手当等の

人件費でございます。

９ページをお開きください。

右上の目は、警察施設費でございます。

事業名、鑑識科学センター整備事業費４億

３，４９６万１千円は、平成２９年度と３０

年度２か年で行う庁舎建設に要する経費のう

ち、平成２９年度分でございます。

その下、大分東警察署整備事業費１２億３，

５４０万６千円は、平成２８年度と２９年度

の２か年で行っている庁舎建設に要する経費

のうち、最終年度の平成２９年度分でござい

ます。

その３つ下、交通安全施設整備費７億６，

８６７万８千円は、右側の事業概要欄に記載

しておりますように、交通管制機能の充実、

信号機の新設・更新等交通安全施設の整備を

行うものでございます。

その下、高齢者交通安全環境整備事業費５，

０１９万８千円は、高齢者の歩行中の事故が

多発している県下４２地域と病院やスーパー

等、高齢者の利用頻度が高い施設の周辺を対

象として、高齢者に優しい交通環境を整備す

るものでございます。

１０ページをお開きください。

右上の目は、運転免許費でございます。

事業名、自動車運転免許事務費は５億９，

８３９万２千円でございます。

右側の事業概要欄の一番上、認知症等早期

発見支援事業費８７８万１千円は、保健師等

医療系専門職を非常勤職員として運転免許セ

ンターに配置し、免許更新時に認知症等の運

転者を早期に発見し、的確な対応をとること

により、高齢者の交通事故防止を図るもので

ございます。

なお、平成２９年度は、非常勤職員を１名

増員し３名配置するものでございます。

１２ページをお開きください。

右上の目は、警察活動費でございます。

事業名、特殊詐欺被害防止総合対策事業費

２，５７３万２千円は、高止まりの状況にあ

る特殊詐欺被害を防止するため、これまでの

高齢者の被害防止対策も引き続き実施しなが

ら、平成２９年度はおおいた創生加速枠とし

て、広報啓発活動等の取組を強化したいと考

えております。

具体的には、注意喚起を促す動画を製作し、



- 162 -

予算特別委員会会議記録 第６号

テレビＣＭを導入口として、ユーチューブ等

ウェブにアップした長編の本編動画に誘導し、

より効果的な広報啓発を行うものでございま

す。

また、若者が立ち寄るファストフード店等

のテーブル上に、詐欺の手口や対処法を記載

したＰＯＰを掲示し、客が待ち時間に閲覧で

きるようにするほか、携帯ショップやコンビ

ニ等のカウンターに説明ボードを常備し、定

員が客に提示するなどして注意喚起を行うも

のでございます。

１３ページを御覧ください。

事業名、一般警察活動費は５億２，６７３

万８千円でございます。

右側の事業概要欄の一番上、おおいた創生

加速枠の子供見守り街頭防犯カメラ設置支援

事業費５００万円は、安全で安心な暮らしを

守るため、県内の自治会、自主防犯団体等が、

子どもの通学路等に防犯カメラを設置する場

合、カメラ設置に必要な経費の２分の１を補

助することで、自主的な防犯カメラ設置を促

したいと考えております。補助限度額は、１

団体当たり５０万円でございます。

その二つ下、地域防犯力強化育成事業費２，

１０６万７千円は、少年非行やいじめ防止等

の対策を強化するため、スクールサポーター

８名を県内８ブロックの拠点警察署に継続配

置するものでございます。

また、平成２９年度は、地域安全情報を提

供しているまもめーるのスマートフォン用ア

プリの開発を行うものでございます。

その二つ下、装備資器材等充実強化費８，

５４６万７千円は、捜査用資器材等の整備に

要する経費でございます。

その下、おおいた創生加速枠の災害対策用

資機材等整備事業費６，１５４万円は、昨年

４月に発生した熊本地震の検証結果等を踏ま

え、早期の情報収集及び人命救助等の警察活

動を迅速かつ効果的に行うために、装備資機

材等の整備等を行いたいと考えております。

具体的には、ヘリコプター操縦士が計器飛

行証明を取得することで、天候悪化時におけ

る安全運航が強化されるとともに、活動範囲

が拡大することとなり、災害・突発事件事故

現場の情報収集能力が向上するものでござい

ます。

さらに、小型無人機ドローンを整備するこ

とで、早期に広範囲の災害現場の映像が確認

可能となり、映像伝送システム等の整備によ

り、通信業者のインターネット回線を利用し

て、災害警備本部等において、災害現場の映

像がリアルタイムで確認可能となるものでご

ざいます。

また、削岩機等装備資機材の充実を行うこ

とで、迅速かつ効果的な人命の救出・救助活

動を実施するものでございます。

なお、警備部隊員の災害時における救出・

救助機能の向上及び自治体主催の総合防災訓

練や他機関との合同訓練にも活用可能な訓練

ユニットの整備も併せて行うものでございま

す。

１５ページをお開きください。

事業名、交通指導取締費は４億４，３４３

万８千円でございます。

右側の事業概要欄の一番上、高齢者交通事

故防止総合対策事業費５４１万８千円は、高

齢者の交通事故防止を図るため、歩行中の事

故多発エリアでの反射材の配布や訪問指導を

行うとともに、高齢運転者への安全運転教育

を実施したいと考えております。

特に、平成２９年度はおおいた創生加速枠

として、免許更新を６か月前に控えた高齢運

転者に対し、事故の特徴等を注意喚起すると

ともに、免許の自主返納制度に関する情報等

を集約して郵送する、まごころ宅配便事業を

行いたいと考えております。

その二つ下、交通事故総量抑止対策推進事

業費６８２万１千円は、大分県長期総合計画

に掲げた平成３６年度までに交通事故死者数

３５人以下、交通事故死傷者数５，５００人

以下の目標を達成するため、事故多発地域等

における街頭啓発活動を実施するとともに、

速度違反取締装置による交通指導取締りを行

いたいと考えております。
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特に、平成２９年度はおおいた創生加速枠

として、安全運転管理者選任事務所、大分県

老人クラブ連合会等を一般ドライバーの模範

となるロードリーダーに指定し、交通安全の

広告塔としての役割を与え、県民の交通安全

意識の高揚を図るみんなの事故ゼロ街づくり

運動を行いたいと考えております。

その二つ下、自動車保管場所申請ワンスト

ップサービス推進事業費８，３５２万２千円

は、自動車の購入時に必要な行政機関の一連

の手続をインターネットで行うワンストップ

サービスのシステムを整備し、平成２９年度

に運用開始するものでございます。

今後とも、県民の皆様が安心して暮らせる

日本一安全な大分の実現のため、職員一同力

を尽くしてまいります。

以上で説明を終わります。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。

以上で説明は終わりました。嶋委員長

これより質疑に入りますが、執行部の皆さ

んに申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自

席で起立の上、マイクを使用し、簡潔明瞭に

答弁願います。

事前の通告者が５名おります。時間も限ら

れておりますので、円滑な進行に御協力願い

ます。

それでは、順次指名してまいります。

概要の１３ページであります。土居副委員長

一般警察活動費の中の地域防犯力強化育成

事業について伺います。

先ほど本部長から説明がございました。ス

マホ対応にすることとサポーターを８名配置

するということでございました。そのスクー

ルサポーターについて伺います。

この８名、どういった人なのか、更にはど

この署に置くのか、そしてその配置で県下全

ての地域を管轄できるのかについて伺います。

ただいまの御質問につい高山生活安全部長

てお答えをいたします。

地域防犯力強化育成事業につきましては、

今委員お尋ねのとおり、警察安全情報の配信、

これの維持管理、その中でアプリを新たに開

発するということと、スクールサポーターの

配置、継続に伴う予算でございます。

お尋ねのスクールサポーターでございます。

必要性についてちょっと触れさせていただ

きますけれども、昨年、刑法犯少年の検挙・

補導状況は２４９人、その６割を中高生が占

め、いじめ事案や校内暴力も発生するなど、

少年非行の低年齢化、規範意識の希薄化が懸

念される状況にあります。また、全国的に子

どもが被害者となる重大事件が相次いで発生

するなど、少年問題は依然として加害と被害

の両面において深刻な状況にございます。

こうした情勢下、学校内外や登下校時にお

ける児童生徒の非行防止及び安全確保に関す

る学校と連携した取組、これが重要というこ

とで、学校と警察の懸け橋となって少年の非

行防止、立ち直り支援、子どもの安全対策の

充実等を図るために、警察官ＯＢ８名を一般

職の非常勤職員であるスクールサポーターと

して、県内８ブロックの拠点警察署に配置を

しております。県内の８ブロックを中心に県

下全域の各小中高校を担当して、それぞれ定

期的に回りながら情報交換、それから学校内

外の安全対策等々の取組を行っておるという

ものでございます。

どこの署に配置するかということ嶋委員長

について答弁漏れがございました。再度御答

弁願います。

８警察署であります。高山生活安全部長

具体的には、大分中央、大分東、大分南、

別府、中津、日田、豊後大野、佐伯の各警察

署でございます。

概要書の８ページ、これはどこに入堤委員

っているかよく分かんないんですけれども、

警察装備費なのか、一般警察活動費なのか、

刑事警察費なのかと。昨年の別府署で問題に

なったような、ああいうビデオカメラ等のリ

ース料や購入はどこかの予算の中に入ってい

るのかどうかというのを、一つ確認をしたい

と思います。

もう１点は、ちょっとこれは基本的、基礎
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的なやつなんだけど、規制の問題でバス専用

レーンで、土曜、日曜、祭日、１９７号なん

かは規制があるんですね、バスレーンの。一

般のところでもそういう土日の規制があるの

かどうか。また、日曜、祭日の規制だけなの

かと。あるとすれば、なぜ違うかという、そ

ういう理由を教えてください。

ビデオカメラ等のリース料や加門警務部長

購入費につきましての御質問に対してお答え

いたします。

捜査活動に使用するビデオカメラ等の予算

については、刑事警察費の中に含まれており

ます。

バス専用レーンについてお答板井交通部長

えをいたします。

バス専用レーンは、大分市内の国道１９７

号や別府市内の国道１０号などにおいて、朝

７時３０分から８時３０分と、夕方５時から

６時までの時間帯で７区間、朝７時３０分か

ら８時３０分のみの時間帯で５区間の合計１

２区間、約２４キロで実施しております。

バス専用レーンを除外する曜日は、全ての

道路において、土曜、日曜、休日としており、

日曜、休日のみを除外する道路はございませ

ん。

刑事警察費の中に含まれるというん堤委員

ですけれども、平成２９年度は大体何台の予

定をされてるんでしょうか。

平成２９年度予算におきます加門警務部長

捜査活動用のビデオカメラに関する御質問で

ございます。

年間を通しての借り上げとして３５台分の

予算を計上しております。

関連。小嶋委員

今の堤委員の質問に関連して１点だけ。２

８年度は４台だったんですかね。それで２７

年度は何台借用しておったのかということに

ついて、お願いします。

どなたが答弁されるんですか。嶋委員長

ちょっと資料を確認いたしま甲斐会計課長

すので、いましばらくお待ちいただけますで

しょうか。お願いいたします。

予算概要の１３ページに、一般警守永委員

察活動費の中で二つお尋ねしたいと思います。

まず、防犯ボランティア連携強化事業費に

ついてなんですけども、自主防犯ボランティ

ア団体の活動の活性化とあるんですけども、

現在、幾つの団体が活動しているのか、状況

を教えていただきたいと思います。

また、学生防犯ボランティアの活動人数に

ついて、ここ数年の状況を教えていただけれ

ばと思います。

次に、空き交番・県民安全相談対策事業費

についてなんですけども、空き交番というイ

メージを私がちょっと誤解している可能性も

あるんですが、もし誤解していれば、どうい

う事業なのかというのを説明いただきたいの

と、この交番相談員や警察安全相談員のこの

事業における役割について教えていただきた

いと思います。

また、ここで空き交番というのを留守交番

とちょっと誤解した部分がありまして、よく

留守をするときに電話でというのがあります

よね。そういった留守の状態を解消するのは

難しいのだろうかというのを質問しようとし

たんですが、通告では空き交番の解消は難し

いのかと通告してますけれども、そういう意

図でございますんで、そういった答えをいた

だければと思います。

ただ今大きくは２点につ高山生活安全部長

きまして御質問いただきました。

１点目の防犯ボランティア連携強化事業費

に関してお答えいたします。

まず、自主防犯ボランティア団体の団体数

でありますが、県下においては本年２月末現

在、３６２団体、隊員約２万９千人の方々が

防犯活動用ベストや帽子等を着用しての自主

防犯パトロール、あるいは登下校時における

児童の見守り活動等を行っております。最近

５年間の団体数の推移を見ますと、３０団体

が増加しておるという状況でございます。

次に、学生防犯ボランティアの活動人数に

ついてでございます。

本年２月末現在、県内の大学生、短大生、
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専門学校生で構成する学生防犯ボランティア

おおいたパトロックスの登録者は９３人で、

これらの学生が地域を限定せず、防犯イベン

トでの広報啓発や児童に対する防犯マップ作

成支援等の活動を行っております。

登録者の状況ですが、最近５年間を見ます

と、平成２４年末が１０３人、２５年末が１

１３人、２６年末が９４人、２７年末が１０

５人ということで、毎年１００人前後で推移

をしております。

続きまして、２点目の交番相談員及び警察

安全相談員の役割等についてお答えいたしま

す。

交番相談員及び警察安全相談員は、地方公

務員法に定める一般職の非常勤職員でござい

ます。

初めに、交番相談員についてですが、県下

５署１９交番に２０名を配置し、交番警察官

がパトロール等で一時的に不在になった場合

も、来訪者等へのきめ細かな対応を行い、地

域の安全拠点としてより充実した住民サービ

スの実現に努めております。

具体的には、配置された交番において、地

域住民の意見要望等の聴取、拾得物・遺失物

の受理、乗り物盗等の被害届の代書及び預か

り、事件・事故認知時の警察官への連絡、地

理案内等の業務に従事をしております。

次に、警察安全相談員についてですが、同

相談員は警察本部に１名のほか、７つの警察

署に合計８名を配置し、犯罪等による被害の

未然防止に関する相談、その他県民の安全と

平穏に関する相談に対応しております。

具体的には、振り込め詐欺を始めとする特

殊詐欺や闇金融及び悪徳商法に関するもの、

ストーカー、ＤＶ、恋愛感情のもつれに起因

する男女間トラブルに関するもの、少年非行

に関するもの、交通事故に関するものなどの

相談のほか、日常生活の中で生じるトラブル

等、多種多様な相談を受理しております。

続きまして、一時的に不在となるという交

番の解消は困難かというお尋ねでございます。

交番の体制につきましては、事件・事故の

発生状況や受持ち人口等を踏まえ、適正な配

置に努めておりますが、交番警察官がパトロ

ール、緊急対応などの署外活動を行うことで

一時的に交番が不在となり、この完全な解消

というのは大変難しいと考えております。警

察では、交番警察官の不在時における対策と

しまして、交番相談員の配置、あるいは交番

を拠点としたパトカーの運用、不在時の急そ

事案等に対応するための交番出入口への緊急

通報装置の設置等を行っております。今後も、

これらの対策を継続的に行うことにより、交

番機能の充実強化に努めてまいります。

学生ボランティアの活動状況もお守永委員

答えいただいたんですけども、１００人前後

でしている状況はあるんですが、この人数と

しては、他県と同様の取組があるかどうか分

からないんですけども、学生の全体数からし

たときに、適正な比率の状況なのか、少ない

のか、その辺の状況がもし分かれば教えてい

ただきたいと思いますけども。

いずれにしても、学生の皆さんにも協力を

要請しながら明るい社会を作っていくという

ことにお互いに貢献していくということは、

大事じゃないかなと思ってますんで、具体的

にこのボランティアの募集に係る積極的な広

報活動も是非お願いをしたいなと思ってます。

特に、４月に１年生で入ってくる学生の皆

さんに、こういう活動があるんだよというの

が先輩から伝わっていくなり、広報に接する

ということが非常に重要じゃないかなとも思

いますんで、その辺を積極的にお願いしたい

と思います。

あと、空き交番というのは、やはり一時的

に不在になる交番ということでよかったんで

すね。そのときに、交番があるからそこを頼

りにという住民がやはり多くいらっしゃると

思いますんで、できるだけこの相談員の方が

いるということも含めて、誰か人がそこにい

て対応できるという状況を作れるように工夫

をいただければと思います。最後のこれは要

望ということでお願いいたします。

学生防犯ボランティアの高山生活安全部長
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数１００名前後が他県と比べてどうかという

ことでございます。

県によっていろんな学生のボランティアの

取組というのも違うんで、なかなか一概に多

い、少ないという基準というのが明らかにな

らないんですが、今現在当県で行っている、

先ほど言いましたおおいたパトロックスにつ

きましては、大分市内の、先ほど言いました

構成する学生さんを含めて、県下全域を対象

とする中で、少なくとも大きな目的は、その

大学生なり学生のリーダーの方を養成しよう

と、そしてそういう方々が核となってそれぞ

れの大学でそのボランティアの輪を広げてい

ってもらおうと、若しくは社会人になった後

にも地域での防犯ボランティア等に参画して

もらおうということで、今リーダーの育成と

いうのを中心にやっておりますんで、全体的

な数が適切かどうかというのは、ちょっと先

ほど言いましたように難しいところでありま

す。

いずれにしても、数多くの方に応募してい

ただきたいということで、先ほど委員のお話

にありましたように、チラシを作って、新年

度４月のいろんな大学等のゼミの中で、説明

の中で、我々も出かけてこの必要性を説明す

る。若しくは現在登録しておる学生ボランテ

ィアの方々に会員をという形で積極的な拡大

を図っておるというところであります。先ほ

どの御意見を参考にさせていただきたいと思

います。

先ほどの小嶋委員の関連質疑に対嶋委員長

する答弁の準備ができたとのことですので、

答弁してください。

お待たせいたしました。甲斐会計課長

先ほど質疑がございましたカメラの借り上

げ台数でございます。

平成２７年度が７９台でございます。平成

２８年度が３月１７日現在で３４台借り上げ

ております。

事業概要書１５ページにあります桑原委員

高齢者交通事故防止総合対策事業、また交通

事故総量抑止対策に要する経費について、関

連して質問いたします。

近年の１年間の交通事故発生件数のうち、

交通事故を起こした第一当事者の年代別の人

数と割合をお教えください。

交通事故を起こした年代別人板井交通部長

数等についてお答えをいたします。

平成２８年に県内で発生をした交通事故で

当事者が判明をしている４，４６３件の第一

当事者の年代別人数と割合は、６４歳以下が

３，４１７人、７６．６％、６５歳以上の高

齢者が１，０４６人、２３．４％でございま

す。

高齢者の中の内訳では、６５歳から６９歳

が３７２人、８．３％、７０歳から７９歳が

４７０人、１０．５％、８０歳以上が２０４

人、４．６％となっております。これを免許

人口１万人当たりに換算をいたしますと、６

５歳から６９歳が４３．２人、７０歳から７

９歳が５５．２人、８０歳以上が７４．３人

となり、年齢が高くなるほど多くなっている

という状況でございます。

年齢が高くなっていると１０万人桑原委員

当たりの人数が増えるというところはいいん

ですけれども、６４歳以下の詳しい数字を頂

きたかったんですね、それは今回別にいいで

すけれども。

と言いますのが、警察庁の資料、平成２７

年における交通事故の発生件数というのを見

ますと、第一当事者の数を年代別に見ますと、

３０歳未満の方が高齢者よりも多いという数

字が出てきております。ですので、高齢者の

対策、確かに高齢者の事故は増えているとい

うのは事実なんですけれども、それは高齢運

転者の割合が年々増えているという、そうい

うところにもありますんで、高齢者を特にと

いうんではなくて、先ほど部長の御説明でも

ありましたけれども、交通事故の総数を抑止

していく数値目標みたいなんものもありまし

たので、高齢者に特化するというか、幅広い

年齢層を対象にする必要があるかと思ってお

ります。

交通事故を減らす上で重要なのは、ブレー
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キとアクセルの踏み違い事故を減らすことで

す。このブレーキとアクセルの踏み違いも、

一般的には高齢者が多いと思われております

が、実際にはあらゆる年代のドライバーがこ

の間違いで交通事故を起こしております。国

内の主要自動車メーカーは、ブレーキとアク

セルの踏み違いによる急発進の防止装置と自

動ブレーキを２０２０年までにほぼ全ての新

車に装備が可能になる見通しということを、

国土交通省に伝えております。

メーカーはそういう動きになっているんで

すけれども、それまでの対策として、低速運

転時にアクセルを急に踏み込むと、それを検

知して急ブレーキをかける誤発進防止装置と

いうのが、これが自動車部品として結構発売

されています。私、調べたのは、ナンキのＳ

ＴＯＰペダルとかというのがあるんですけれ

ども、それ以外にも多数出てきているようで

す。こうした誤発進防止装置の購入に補助金

を支給するだけで相当数の交通事故を防ぐこ

とができると思いますが、最初予算の関係で

高齢者のみとかという、そういうやり方もあ

ると思うんですが、これを県の事業として検

討してみてはいかがでしょうか、御見解を求

めます。

ただいま自動ブレーキと木村交通企画課長

か、そういったものの導入に補助金を検討し

てはどうかというお話でございます。

これからお話のように、いろんなシステム

が導入されてくると思いますので、そういう

ものの性能とか、また多分警察庁からもいろ

んな研究がなされると思いますので、そうい

ったのを踏まえながら検討していきたいと思

います。

それと、幅広い年齢層にというお話があり

ましたけれども、まさに委員がおっしゃられ

たとおりで、これは全ての年代層のドライバ

ー、また県民向けの広報啓発、またこうした

新しい機器についても、高齢者だけでなくて、

全体を視野に入れて検討してまいりたいと考

えております。

２点、お願いいたします。尾島委員

１３ページの一般警察活動費のうち、子供

見守り街頭防犯カメラ設置支援事業について

です。

今年度までの３年間、旧事業として街頭防

犯カメラ設置促進事業が実施されてきました。

この事業は、犯罪多発地域、そういったとこ

ろに自治体や商店街がビデオを設置する際に

助成をしてきた事業なんですけど、先ほど詳

しい説明があって、今回の事業では県内の通

学路等に設置をする際に助成をしたいという

ことでありましたが、先ほど申しました過去

３年間行ってきた事業と違った点があれば特

に説明を頂きたいと思います。

気になったのは、子ども見守りということ

で、子どもの防犯に対して特化した事業にな

っているのか、そうすれば一般的な助成を申

し込んでもなかなか補助がしにくいという状

況になってくると思いますんで、その辺の考

え方が分かりましたらお願いしたいと思いま

す。

それから、今までこういった設置について

３年間やってきたわけですけど、顕著な効果、

そういったものがあったのであれば報告をお

願いしたいと思います。

それから、当然ビデオカメラの助成につい

ては、陳情等が上がってくると思うんですけ

ど、現在の設置の要望状況、あるいはまた予

定をしている設置場所等がありましたらお願

いしたいと思います。

それから２点目は、１５ページの交通指導

取締費のうち、交通事故総量抑止対策推進事

業です。

昨年、この事業についてはいわゆる可搬式

の速度違反自動取締装置を１台導入するとい

う説明があったんですけど、今日の説明を聞

いていますと、交通事故抑止に向けた取締り

の強化ということはあったんですけど、昨年

のようにこの可搬式の装置を買う予定はある

のかどうか、それが１点です。

それから、去年新しく装置を導入していま

すんで、この装置の取締り状況、成果、そう

いったものが分かりましたら、お願いをした
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いと思います。

子供見守り街頭防犯カメ高山生活安全部長

ラ設置支援事業につきましてお答えをいたし

ます。

まず、本年まで実施した分との異なる点は

ということでございます。

御案内のとおり、本年度まで３か年事業で

取り組んでまいりました街頭防犯カメラ設置

促進事業は、犯罪全般の抑止を目的に、人口

１万人当たりの犯罪発生率が県内平均よりも

高い大分、別府、中津の各市内を優先に自治

会等に対し設置費用の補助をしたというとこ

ろでございます。この結果、本事業で防犯カ

メラが設置されました２６地区のうち２０地

区は、大分、別府、中津市の３市内となって

おります。来年度から取り組むこととしてお

ります子供見守り街頭防犯カメラ設置支援事

業は、性犯罪の前兆と見られる子どもを対象

とした声掛け事案やわいせつ事案等を防止を

し、子どもの安全対策を図ることを目的に対

象地域を県下全域に拡大、通学路等に防犯カ

メラを設置する場合、設置費用を補助すると

いうものであります。このように、設置目的

が犯罪全般の抑止から子どもの安全確保、ま

た対象地域も犯罪多発地域から県下全域にす

るという点で大きく異なっておるところでご

ざいます。

これに関連しまして、まず考え方というこ

とで、子ども以外のことについてはどうかと

いうところであります。

通学路に限定するものではございません。

子どもさんたちが遊ぶ広場、公園等の近くも

含めてでありますんで、そういうところに絡

めれば、幅広いところでの御要望にも対応で

きるのかなと考えております。

また、防犯カメラの設置効果がどうかとい

うお尋ねがございました。

２６地域でカメラが設置をされたというよ

うに御説明いたしましたけども、まず一番大

きいところは、これは拠点拠点でしているん

で、広く地域全体をというわけじゃないんで、

なかなか効果が目に見えるというのも少ない

んですけども、一つは備えができたという地

域住民の安心感、安全になったなという、こ

れが一番大きなところでございます。また、

地域によっては、この設置をしておるカメラ

を基に犯人を検挙した、本年では声掛けをし

た不審者を特定できたというような効果も出

てきております。また、犯罪、街頭での自転

車盗の被害が減少したという地域もございま

す。こういったところを効果として捉えてお

るところでございます。

続きまして、設置予定場所と要望状況とい

うお尋ねがございました。

御案内のとおり、本事業は現在予算計上段

階でございますので、補助対象の自治会やＰ

ＴＡ等とはいまだ具体的な協議等は行ってお

りませんので、設置予定場所、これはまだ決

まっておりません。これまで自治会等から来

年度の街頭防犯カメラ設置事業の実施に関し

ての問い合わせ、若しくは要望等につきまし

て、十数件頂いておるところであります。県

警察といたしましては、本事業が決定された

場合には、直ちにこの内容につきまして周知

を図ってまいりたいと、このように考えてお

ります。

可搬式速度違反自動取締装置板井交通部長

についてお答えをいたします。

今回計上しております可搬式速度違反自動

取締装置に関する経費は、今年度５年間の長

期リースで導入した１台を引き続き使用する

ためのものでございます。

今回導入いたしました可搬式速度違反自動

取締装置は、４月以降の運用に向け、取締り

警察官の機器の習熟や試験運用を行っておる

ところでございます。可搬式速度違反自動取

締装置は、写真撮影機能を有し、現場で違反

車両を停止させる必要がなく、後日呼出しに

より違反を処理するものでございます。取締

りの必要性があるにもかかわらず、従来の機

器では取締りが困難であった場所や時間帯で

の取締りを可能にするものでございます。そ

の運用につきましては、従来の取締り機器の

補完的な活用を考えております。現時点では、
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従来の機器と入れ替わる予定はありませんが、

今後の運用状況を踏まえまして、検討してい

きたいと考えております。

以上で事前通告者の質疑は終了し嶋委員長

ました。

ほかに御質疑のある方は挙手を願います。

質問通告なしで済みません。吉岡委員

一つお尋ねします。

１２ページの事業概要のところの注意喚起

（コールセンター）事業費、これは先ほど説

明がございまして、テレビコマーシャル等を

されるということで、期待しておりますが、

一つお聞きしたいのは、高齢者がよく電話等

で詐欺に引っ掛かるんですが、私の思い違い

でなければ、警察から高齢者を対象に、ナン

バーディスプレーか何かある電話機を貸出し

をしてる事業がたしかあったかなと思うんで

すが、これがどれぐらい貸し出されているの

か。毎年延びていくのか、今後どれぐらいま

で貸出しをされるのかというをお尋ねしたい

と思います。分かる範囲内の台数で結構です。

まず、コールセンターの高山生活安全部長

事業につきましては、民間のコールセンター

に委託をして、高齢者を中心に直接電話で注

意喚起を促すという事業でございます。委員

が先ほど言われました機器、これを貸出しと

いう分につきましては、その下に書いており

ます機材設置促進事業費ということで、本年

度まで、昨年度は５００台、本年度が５００

台ということで、今、県下で千台を高齢者を

中心に貸出しをしているところであります。

来年度、２９年度はプラス５００台の設置を

無償でしたいということで、ここで予算計上

をお願いしているというところでございます。

ありがとうございました。吉岡委員

これからずっと続くのかどうかはちょっと

分かりませんけど、来年度予算で１，５００

台になると。実は、これは自治会長さんから

お話がありまして、結構老人会でもお話しす

るんですけど、基本的にナンバーディスプレ

ーを各家庭で置いてもらって、知らないのは

出ないとかするといいのではないかというこ

とも言われてるんですが、留守電にして、そ

してはっきり向こうから用がない限りは出な

いとか、そういうこともあるかと思うんです

が、言われたのは、経済的にどうしても、ち

ょっと負担がかかりますね、普通の電話機よ

りも。それで、こういうすばらしい電話があ

るんなら、広く貸出しをしてもらえないのか

という、御相談があったんですね。それで、

経費もかかるので、極力地域の老人会とかサ

ロンで防犯対策、防災対策を広めていかれた

らどうでしょうかとは言ったんですが、予算

次第だと思うんですが、これがどれぐらいま

で続く予定なのか、もし計画がありましたら、

もう１点だけ教えてください。

本事業につきまして、設高山生活安全部長

置貸出しの分につきましては、来年度までの

３か年、１，５００台というところで計画し

ておる事業でございます。

委員言われたように、この機器は録音しま

すということを先に触れて、そこで電話を切

った場合には、もうそのまま音も鳴らない、

若しくは１８４、要は非通知の場合であれば

つながらないというような機器で、おおむね

９千円弱の値段でございますけども。これま

で本年度で千台の貸出しをしておりますけど

も、被害が１件も発生してないという効果も

出ております。我々としましては、この検証

結果を踏まえて、現在、高齢者、それから高

齢者と離れてお暮らしの子どもさん等々にこ

の機器の有用性について、併せて広報しなが

ら自分で設置をするという取組を広げていき

たいと、このように考えておるところでござ

います。

是非そういう広報をどんどんまた吉岡委員

続けていただきたいと思います。実は、この

話があったのは、自分は絶対詐欺に引っ掛か

らないと言って引っ掛かったというお話があ

りまして、やはりこれは誰でも引っ掛かりそ

うなので、こういう事業の周知をお願いした

いと思います。

ほかに御質疑ありませんか。嶋委員長

先ほどの答弁に訂正があるということでご
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ざいます。

失礼いたしました。甲斐会計課長

先ほどのカメラの借り上げ台数に関して、

ちょっと訂正させていただきます。

本年度の借り上げの台数、私、先ほど３４

台とお答えいたしましたけど、これは現時点

で借りている台数でございまして、延べ台数

で言いますと５９台となりますので、その点

を訂正させていただきます。申し訳ございま

せん。

ほかに御質疑はありませんか。嶋委員長

概要１４ページ、刑事警察費の中麻生委員

で、捜査支援システム整備事業費が計上され

ております。

先日も殺人未遂事件が発生し、現場から犯

人が逃走し、職務質問をしたにもかかわらず、

取り逃がしているという現実がありますが、

まずこの捜査支援システムの整備事業という

のはどういったことをやられるのか、お答え

願います。

捜査支援システム整備事業の甲斐会計課長

内容でございますけれども、通過車両のナン

バーや手配車両のナンバーなどを自動的に照

合・記録するシステムの機器のリース料並び

に回線料並びに電気料等の維持管理費の合計

金額でございます。

要は、そういった税金を投入して麻生委員

整備をし、捕まえらればいいんですよ。とこ

ろが、初動捜査並びに緊急配備、これが重要

だろうと思うんですけれども、そういう意味

におきまして、農林水産部が取り組んでおる、

例えば鳥インフルエンザが発生したら、その

地点から半径何キロとか直ちに規制線を張っ

ていろんな手当てをするということをやって

るんですよね。それと同じように、当然事件

発生時、１１０番通報があると同時に、緊急

配備を、どことどことどこを押さえりゃ逃げ

られないかとか、そういった今の時代ですか

ら、時代に即応したそんなシステムを大分県

警独自ででも開発してでも、初動捜査で直ち

に捕まえられるような体制整備を、これは必

要じゃないかなと。

今、会計課長が答えたようなその程度のこ

とじゃ、今の時代、対応できないと。当然高

速もあるし、どこから逃げていくとかという

ことも含めて、事件発生から何分以内だった

らどこに緊急配備する、時間の経過によって

全部変わるわけですから、当然県警察職員全

員が情報共有をして、職務質問したのかどう

かによっても変わってくるだろうと思います

し、そういうシステムをしっかりと構築をし

ていく必要があろうかと思いますんで、そう

いう点も含めて、捜査に支障があるでしょう

から答弁は要りませんので、しっかりと取り

組んで、直ちに捕まえてほしいと、このよう

に思います。

ほかに御質疑ありませんか。嶋委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですので、嶋委員長

これをもって警察本部関係予算に対する質疑

を終わります。

暫時休憩します。

午前１１時２４分 休憩

―――――→…←―――――

午後 １時 ２分 再開

休憩前に引き続き委員会を開土居副委員長

きます。

これより教育委員会関係予算の審査に入り

ますが、説明は主要な事業及び新規事業に限

り、簡潔かつ明瞭にお願いします。

―――――→…←―――――

教育委員会関係

それでは、教育委員会関係予土居副委員長

算について執行部の説明を求めます。

それでは、第１号議案平成２９工藤教育長

年度大分県一般会計予算のうち、教育委員会

関係について説明いたします。

人口減少・少子高齢化やグローバル化、Ｉ

ＣＴの進展や技術革新など変化の激しい時代

を迎え、国では社会情勢の変化や子どもたち

の状況などを踏まえて、現在、学習指導要領

の改訂が進められております。新たな学習指

導要領では、児童生徒などの主体的・対話的

で深い学びを実現するアクティブ・ラーニン
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グの視点から教育課程の改善を図ることとさ

れて、小学校では３、４年で外国語活動の導

入、５、６年で英語の教科化、中学校では英

語による英語授業の実施、高校では歴史総合

や公共などの必修化、また、小中高を通じた

プログラミング教育の必修化などが新たな学

習指導要領に盛り込まれる見通しであります。

こうした社会情勢の変化や国の動向などを

踏まえて、教育委員会では、全国に誇れる教

育水準の達成を最重点目標に掲げて、全ての

子どもたちに未来を切り開く力と意欲を身に

つけさせる教育を推進していくこととしてお

ります。

それでは、お手元の平成２９年度教育委員

会予算概要の１ページをお開きください。

予算のポイントにありますとおり、教育委

員会では大きく３つのテーマを掲げて教育行

政を推進をしていきます。

一つ目は、生涯にわたる力と意欲を高める

「教育県大分」の創造であります。

中学校では、依然として学力の伸び悩みが

見られますので、学力向上に向けた取組を一

層推進いたします。

高校では、思考力・判断力・表現力と学習

意欲を高めるための授業改善やグローバル人

材の育成に取り組むほか、地域に信頼され選

ばれる、魅力・特色ある学校づくりにも引き

続き取り組んでいきます。

体力については、着実に向上しております

が、運動する子どもとそうでない子どもの二

極化が見られますことから、運動習慣の定着

を進めるとともに、健康課題の解決にも取り

組んでいきます。

特別支援教育では、障がいのある子どもと

ない子どもが共に学べるインクルーシブ教育

システムの構築に向けた取組などを進めます。

また、いじめ・不登校については、未然防

止と早期発見・早期対応の徹底を図るととも

に、不登校児童生徒の学校復帰に向けた支援

を充実いたします。

二つ目は、芸術文化による創造県おおいた

の推進であります。

県民共有の財産であります文化財や伝統文

化を引き続き適切に保存・管理をするととも

に、新埋蔵文化財センターにおいて、本県の

歴史・文化の魅力を発信し、県民が文化財や

伝統文化に親しみ、理解を深める機会の充実

を図っていきます。

三つ目は、スポーツの振興であります。

屋内スポーツ施設の整備など、県民が日常

的にスポーツに親しめる環境の整備を推進す

るとともに、トップアスリートへの支援など

によって、更なる競技力の向上を図ります。

次に、２ページのⅡ、事業体系を御覧いた

だきたいと思います。

この体系図は、県政推進指針のうち、教育

委員会が所管する項目を体系的に表している

ものであります。

各項目ごとに、教育委員会の主な事業を記

載しております。

３ページを御覧いただきたいと思います。

平成２９年度教育委員会予算であります。

予算額は、左から２列目、予算額（Ａ）欄

の上から３番目にありますように、１，１４

１億２，１００万円余りであります。

これを右から３列目の２８年度当初予算額

（Ｂ）欄と比較をいたしますと、その右にあ

りますように、額にして３億２，７７３万２

千円、率にして０．３％の増となっておりま

す。

その内訳は、上にありますとおり、人件費

が約４億５千万円の減、０．５％減ですが、

事業費が７億８千万円の増となっております。

人件費の減は、教職員数の減などに伴うも

ので、事業費の増は、県立スポーツ施設の工

事が本格化することなどによるものでありま

す。

それでは、おおいた創生加速枠事業や新規

事業を中心に、主な事業について説明をいた

します。

ちょっと飛びますが、４４ページをお開き

ください。

施設整備費２８億２１３万８千円でありま

す。
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この事業は、学習環境の向上と施設の長寿

命化を図るため、国東高校など１５校の大規

模改造工事などを実施するものであります。

新規事業としては、地域農業を担う若手リ

ーダーの育成に向けて、三重総合高校久住校

に、県内農業系高校の生徒のための研修拠点

施設を整備することとし、３１年度の開設を

目指します。

次に、５７ページであります。

事業名欄２番目の中学校学力向上対策支援

事業費２億９，３０３万３千円であります。

この事業は、中学生の思考力・判断力・表

現力及び学びに向かう力の向上を図るため、

組織的な授業改善による新大分スタンダード

の徹底、学校規模に応じた教科指導力向上の

仕組みの構築、生徒と共に創る授業の推進の

「中学校学力向上対策の３つの提言」の徹底

に向けて、人的支援及び指導支援を行うもの

であります。

新たに、推進重点校の指定や深い学びの実

現に向けた教科別協議会の設置、数学指導力

強化巡回指導によって、学力向上に取り組む

市町村への支援を充実するとともに、新学習

指導要領に対応する教育課程の編成について

も支援いたします。

次に、５９ページであります。

事業名欄２番目の幼児教育調査・研究事業

費２１７万４千円であります。

この事業は、小学校就学前の子どもに対す

る幼児教育の充実や更なる質の向上を図るた

め、幼稚園、保育所、認定こども園、小学校

の教諭などを対象とした就学前教育研修を福

祉保健部と連携して実施をするとともに、幼

児教育の推進体制を構築するための調査研究

を行うものであります。

その下のいじめ・不登校等未然防止対策事

業費１億７，７４７万８千円であります。

この事業は、地域不登校防止推進教員の配

置などによって、いじめや不登校など、児童

生徒の問題行動の未然防止を図るものであり

ますが、不登校対策プランを策定した拠点中

学校１９校に加えて、新たに小学校３校に地

域不登校防止推進教員を配置し、増加傾向に

ある小学校の不登校出現率の低減に向けた対

策の充実を図っていきます。

次に、６０ページであります。

事業名欄一番上のスクールソーシャルワー

カー活用不登校等対策事業費３，７５６万２

千円であります。

この事業は、貧困など家庭環境に起因する

不登校等の解決に向けて社会福祉士などの資

格を持つスクールソーシャルワーカーの配置

を拡充し、様々な課題を抱える児童生徒を早

期に児童相談所などの関係機関につなぐ体制

を充実・強化するものであります。

なお、有資格者の確保が課題となっており

ますので、スクールソーシャルワーカーの時

給を１，５００円から２，５００円に引き上

げて待遇の改善を図ることとしております。

その下の不登校児童生徒支援体制整備事業

費１，６６９万７千円であります。

この事業は、県教育支援センター「ポラン

の広場」に訪問型の相談や学習支援を行う教

育相談員２名と学習支援員３名を配置するな

ど、その機能を強化し、不登校児童生徒の早

期の学校復帰を支援するものであります。ま

た、爽風館高校での大学生を活用した夜間補

充学習や青少年の家におけるフリースクール

などと連携した合同宿泊体験活動などを併せ

て実施いたします。

次のページ６１ページでありますが、事業

名欄一番下の特別支援学校ＩＣＴ活用支援事

業費１，６２４万１千円であります。

この事業は、学校及び家庭でのタブレット

型端末の活用を推進し、障がいのある子ども

たちの学習環境の更なる改善と社会的自立を

支援するものであります。特別支援学校にタ

ブレット型端末を新たに配備するとともに、

家庭においても障がいの種別や程度に応じた

効果的な活用が図られるよう、保護者向けの

セミナーを開催いたします。

次に、６２ページであります。

事業名欄一番上の特別支援学校就労支援事

業費２，８３４万７千円であります。
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この事業は、特別支援学校の生徒を一般就

労につなげるため、職場開拓や企業とのマッ

チングを行う就労支援アドバイザーを配置す

るとともに、企業に学校や在籍生徒に対する

理解を深めていただけるよう、技能発表会な

どを開催するものであります。大分市と別府

市で生徒数が増加傾向にありますことから、

就労支援アドバイザーを２名増員し、支援体

制を強化いたします。

その下の小中学校特別支援教育充実事業費

３，９６０万６千円であります。

これは、特別支援学校までの距離が遠く、

通学が困難な地域にある小中学校においても、

特別支援学校と同等の教育を実施できるよう、

特別支援学校の教員をサテライトコーディネ

ーターとして派遣し、インクルーシブ教育の

モデルとなる取組を進めるものであります。

佐伯市、国東市、九重町、玖珠町の通学に

７０分以上要する遠距離地域にある小中学校

にサテライトコーディネーターを派遣して、

個別の指導計画の作成支援や共同授業などを

実施いたします。

次に、６７ページであります。

事業名欄一番下のグローバル人材育成推進

事業費２，０４２万２千円であります。

この事業は、大分県グローバル人材育成推

進プランに基づいて海外留学などの支援やグ

ローバルリーダー育成塾などを実施するほか、

新たにウェブ会議システムを導入して、海外

高校などとの姉妹校交流を支援するとともに、

ＡＰＵ留学生等を国際交流サポーターとして

登録・活用し、グローバル人材の育成を図る

ものであります。

次に、７４ページであります。

事業名欄一番上の「協育」ネットワーク連

携促進事業費７，６８９万４千円であります。

この事業は、子どもの学力向上と豊かな心

を育成するため、放課後や土曜日を活用した

学習活動や体験活動などに取り組む市町村を

支援するものであります。これまで活動のな

かった校区での活動の立ち上げなどを支援す

る統括アドバイザーを新たに１６名配置し、

土曜アクティブ交流教室や中学生学び応援教

室などの充実を図ってまいります。

次に、９２ページであります。

事業名欄上から２番目の豊の国埋蔵文化財

魅力発進事業費５８３万８千円であります。

この事業は、本年４月に移転オープンする

埋蔵文化財センターを活用して、埋蔵文化財

の展示などを通して、大友宗麟による南蛮貿

易やキリシタン文化など、国際色豊かな大分

の歴史・文化の魅力を内外に発信するもので

あります。

次に、９８ページであります。

事業名欄一番下の学校防災教育推進事業費

のうち、右端事業概要の欄の一番下、子ども

の命を守る学校防災強化事業費３０３万円で

あります。

この事業は、学校組織全体の防災・減災活

動の強化を図るため、不測の事態に備えた実

践型防災訓練の実施や、教職員の防災知識の

習得を図る学校防災出前講座の開催など、東

日本大震災や熊本地震を教訓とした実践的な

防災教育を実施するものであります。

次の９９ページを御覧ください。

事業名欄上から２番目のスクールヘルスア

ップ事業費３０５万６千円であります。

この事業は、児童生徒の肥満傾向の改善・

予防を図るため、推進地域のモデル校に栄養

教諭を配置し、学校と地域が一体になって食

習慣・生活習慣の改善と運動習慣の定着に向

けた取組を実施するものであります。

最後に、次の１００ページをお開きくださ

い。

事業名欄一番下の競技スポーツ振興費のう

ち、右端事業概要欄上から５番目のポツ、お

おいたシンボルスポーツ創出事業費１，３９

０万６千円であります。

この事業は、更なる競技力向上を図るため、

バレーボールやカヌーなど、今後全国大会等

で活躍が見込まれる１０競技を本県のシンボ

ルスポーツと位置づけて、トップチームの招

へいやアドバイザーコーチの配置などにより、

効果的な育成・強化を実施するものでありま
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す。

以上で教育委員会の平成２９年度大分県一

般会計予算についての説明を終わらせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。

以上で説明は終わりました。土居副委員長

これより質疑に入りますが、執行部の皆さ

んに申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自

席で起立の上、マイクを使用し、簡潔明瞭に

答弁願います。

事前の通告者が１０名おります。時間も限

られておりますので、円滑な進行に御協力を

お願いします。

それでは、順次指名してまいります。

まず、概要書の１９ページの小中学堤委員

校・県立学校人事管理費についてですね。

これは、先日、臨時的任用職員に関する報

道がされておりましたけども、任用期間を６

か月以内、更新１回で、１年のうち数日から

１か月程度の離職期間ができるが、その失職

中に臨時教員が授業したり子どもの情報を扱

っていたとする日本教職員組合のアンケート

結果が出されておりました。大分県の実態は、

そういうのがあるのかどうかという点と、教

員採用試験が４０歳から５０歳以下とすると

報道されていますけども、その理由とその効

果をどう考えているのか。

８５ページの人権教育振興費、事業概要の

人権教育資料・指導用教材というのはどうい

うものなのかと。

また、部落差別解消推進法が成立をしまし

たけれども、県教委として今後の施策に何ら

かの変化が出てくるのかどうか。

まず、臨時的任用職員に藤本教育人事課長

ついてでございます。

本県の臨時的任用職員の任用期間は、４月

１日から９月３０日までの６か月の期間で任

用を行い、更新の手続をした後に、１０月１

日から３月３０日まで任用をしております。

本県の場合、任用していない期間は１日のみ

でございます。春休みに当たることから、臨

時的任用職員が任用期間が切れている間に授

業を行うことはございません。各個人の詳細

な勤務実態までは把握しておりませんが、原

則として３月３１日は、勤務を命じている実

態はないと認識しております。

次に、教員採用試験についてでございます。

量及び質の両面で教育県大分を担う人材を

しっかり確保することが喫緊の課題でござい

ます。教員の大量退職、大量採用に伴い、近

年本県の教員採用試験においては、受験倍率

の低下が顕在化しております。受験制限年齢

は、全国的には高い県が多く、今年度実施に

おいては、全国平均が４９．９歳となってい

ること、また本県では５０歳代の教員が半数

近いことなどを踏まえて、受験年齢制限を１

０歳緩和し、満５０歳以下に変更したところ

でございます。受験年齢制限の緩和により、

従前の制限により受験できなかった様々な経

験を積んだ人が受験可能になるため、貴重な

教員の人材確保につながると考えております。

人権教育資料・指甲斐人権・同和教育課長

導用教材、部落差別解消推進法による今後の

施策についてお答えいたします。

人権教育振興費の事業概要の中にあります

人権教育資料とは、知的理解と人権感覚を身

につけるため、小学校から高等学校までの系

統的なカリキュラムに沿った教材や指導案、

指導計画等を指導者用に作成する予定であり

ます。指導用教材とは、新たな人権課題も含

めました人権教育に関するＤＶＤなどの視聴

覚教材や図書などであります。

部落差別の解消の推進に関する法律では、

教育委員会が努める施策として、必要な教育

等を行うものとなっていますが、従前から取

り組んでいるものであり、同和問題を含んだ

人権課題に取り組んでいくことに変化はあり

ません。

任用については、１日空くというこ堤委員

とで、基本的にはこの６か月でも１年未満と

いうのが基本ですわね、派遣の関係も含めて。

その１日ということで、仮に次にステップす

る場合には、４月１日からになりますわね。

そうすると、転勤をされる場合には、やっぱ
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り引っ越しの準備とか、いろいろと大変だと

思うんだけども、そこら辺の１日としての理

由というのは、何か特別にあるんですかとい

うのが一つ。

それと、部落差別解消推進法の問題につい

て、従前と変わらないということなんだけど

も、この法律ができたからといって新たに何

らかの施策をとるということでないという理

解をしてよろしいわけですね。それだけちょ

っと確認をします。

臨時講師の任用につきま藤本教育人事課長

して、４月１日にまた継続して任用される場

合、３月３０日までが任期でございますので、

１日の間にもし学校が変わればその異動の手

続等をやってもらっております。１年未満の

任用ということで、６か月、６か月以内とい

うことでのこの１日の空白の期間を設定して

いるところでございます。

部落差別の解消の甲斐人権・同和教育課長

推進に関する法律の新規事業についてお答え

をします。

この法律の制定の趣旨を受けまして、事業

の必要性を検討しながら対応していきたいと

思います。

どこで質問していいか分からんの久原委員

ですけど、１８ページの人事管理システム等

の運用に要する経費のところでもいいんかな

と思ってするんですが、いわゆる人事管理の

問題で３、３、３おおむね１０年というその

人事異動をやっていると思うんですが、もう

始めてかなりたつんで、それに対してこれま

での取組の成果と、そしてどんな問題点があ

るかというのをどう理解してますか、言って

ください。

若年期の広域異動のお尋藤本教育人事課長

ねという理解でございます。それについてお

答えいたします。

まず、成果についてでございますが、ベテ

ラン教員のノウハウを継承し、全県的な教育

水準の向上を目指すために若年期の広域異動

を積極的に推進してまいりました。過去には、

市町村間での臨時講師比率の格差が２７ポイ

ントあった状況が、２８年度には１１ポイン

トまで縮小し、県全体の比率も１０％を下回

るまでに改善してまいりました。また、学力

・体力の向上に成果が現れつつあり、全県的

な教育水準の向上が図られていると考えてお

ります。若年期に多様な経験を積ませる広域

異動の人材育成上の必要性も、ようやく市町

村に浸透してきたと考えております。

問題点についてでございますが、市町村教

育委員会にはベテラン教員をとどめて活用し

たいという意向が強く、市町村ごとの年齢構

成を見ると、アンバランスが解消されていな

い状況にございます。今後は、その改善に向

けて市町村教育委員会とも十分連携して取り

組んでいきたいと考えております。

今、成果と問題点について報告が久原委員

ありましたが、３年間で３回で１０年で変わ

ると、そういうような人事システムにしよっ

て、例えば教員がもう３年で変わるんですか

ら、やっぱりなかなか結婚だとか、あるいは

どうだとかということもなかなかできんよう

なことになって、それがずっと１０年間延び

てしまうと。そうなると、新入で大学を卒業

してすぐ就職したってもう３２になると、そ

ういういろんな問題点とか、あるいは個々の

中で学力向上、さっき言ったようなベテラン

の教員との接点ができていいとかと言うけど、

そんなんどこでもベテランの教員なんかおる

んやから、わざわざどこかにするとかという

必要があるのかどうか。学力向上事業とか、

そういう問題に対してそういうことがあるの

かどうなのかとかというより、むしろ３年間

だったら、例えば試験なんかするとか、ある

いはこの子の学力の状況はどうだとかという

やつが分かってきたら、もう変わらなならん

とかというような状況になったりするんじゃ

ねえ。

あるいは、地区の学校の伝統だとか文化だ

とかいろんなことがある。それらを子どもに

教えるとかというのを分からんずつ、また変

わらなならんとか、そういう弊害とかという

のはねえんかい。そこを聞いて。
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人事異動の考え方として、藤本教育人事課長

新採から１０年間のうちに３つの地域、市町

村を経験させるということで異動を進めてお

ります。したがいまして、３年、３年、３年

ということに限らず、その人の事情等を踏ま

えながら、そこが短くなったり長くなったり

することも当然ございます。職員の家庭の状

況等も踏まえて異動を実施しているところで

ございます。

また、ベテラン教員のノウハウを継承とい

うことでございますが、大分県の全体の教育

水準を向上するためには、やはり若いうちに

いろいろな経験を積んで一人前の教員に早く

なっていただく、それが子どもにとっても教

員として必要なことだろうと考えております

ので、そこを大分県全体の状況を、まず知る

ということも経験の大きな内容だと考えて、

広域的な異動、そういったものを進めている

ところでございます。

また、個人の状況に負うところじゃなく、

学校が組織として対応できるようにする、そ

れがまた芯の通った学校組織の対応というこ

とで平成２４年以降進めておりますので、組

織的な対応、プラスアルファ個人の資質・能

力の向上ということで取り組んできていると

ころございます。

今言ったように、成果のところを久原委員

強調するけど、やっぱり問題点、ほんならさ

っきも堤委員が質問しよったけど、４０歳と

か５０歳とか新規採用するけど、そげえなも

んもほんならそげなことすんのかい。じゃか

ら、一概にそうはならんと思うんやわ。だか

ら、やっぱり状況をよう判断して、人事異動

ちゅうのは的確にやっていかないと、やっぱ

りいろいろ問題が出るんじゃねえかと思うけ

どな。

現在でも過去に、大分県藤本教育人事課長

での臨時講師での経験が５年以上あれば一つ

の地域を経験したものとみなすといった対応

でもしておりますので、個人個人の状況を踏

まえて異動は実施していきたいと考えており

ます。

まず、予算概要の７５ページの青守永委員

少年教育費についてなんですけども、くじゅ

う・国東半島を活用した青少年の育ち応援事

業費として、家庭環境や日常生活に困難を抱

える青少年に対して自立を促す取組とあるわ

けなんですが、この家庭環境日常生活に困難

を抱える青少年というのをどのような形で把

握し、対応するのか、その手法について教え

てください。

それと、９２ページの豊の国埋蔵文化財魅

力発信事業費として、埋蔵文化財企画展の開

催事業費が計上されてます。この埋蔵文化財

について、どのような情報発信を行うのか、

具体的な説明を頂きたいと思いますし、小中

学生を対象とした魅力発信事業も行っていく

んじゃないかと思うんですが、どの程度の規

模での展開を考えてらっしゃるのか、お伺い

したいと思います。

くじゅう・国東半島を曽根崎社会教育課長

活用した青少年の育ち応援事業についてお答

えします。

本事業は、児童養護施設の児童生徒やネッ

ト依存傾向にある青少年を対象に、それぞれ

のキャンプを実施し、青少年の家での自然体

験活動を通して、自己肯定感、自立心など、

社会を生き抜いていく力を育成するものでご

ざいます。

児童養護施設の児童生徒につきましては、

県内９施設を通じて募集を行います。ネット

依存傾向にある青少年につきましては、各市

町村教育委員会の生徒指導担当部署及び教育

支援センター等を通じまして対象者の把握を

行い、参加を呼びかけます。どちらもこども

・家庭支援課、私学振興・青少年課など庁内

関係課はもとより、児童養護施設や各市町村

教育委員会と連携を密にして、募集や事業に

取り組んでまいりたいと思います。

まず、埋蔵文化財についての佐藤文化課長

情報発信についてお答えいたします。

埋蔵文化財センターは、旧芸術会館の展示

室を改修した約１千平米という大規模な展示

施設を持っており、この展示室を有効に活用
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して情報発信を行いたいと考えております。

考古学の視点から、時系列で大分の歴史を紹

介する豊の国考古館、大友氏遺跡の出土品等

により、大友氏の栄華を紹介するＢＶＮＧＯ

大友資料館における常設展やそのほか企画展

示、発掘調査速報展の開催を予定しておりま

す。

次に、旧レストラン棟を改修した歴史体験

学習館で、土器づくりなどの体験を通して歴

史を直接肌で感じてもらうこととしておりま

す。組紐や勾玉の製作等、一般向けと小中学

生向け等の体験のメニューを考えております。

さらに、７０名以上収容できる講座室を活用

した情報発信を考えております。例えば、一

般向けに考古学講座のシリーズを計画してい

るところです。そのほか、講演会やシンポジ

ウムの開催も計画しております。

続いて、小中学生を対象とした魅力発信に

ついてお答えいたします。

歴史体験学習館における各種体験のほかに、

来館授業や出前授業等を通しての魅力発信を

準備しております。

まず、展示見学する際に補助教材となる展

示解説冊子「おおいた歴史ガイドナビ」を作

成し、社会見学等で来館した小中学生に展示

解説の際に活用し、学校と連携した学習がで

きるように準備していきたいと考えておりま

す。

また、考古学講座の一環として、夏休みを

中心として石器や土器の製作も取り入れたジ

ュニア考古学講座を計画しております。さら

に、学校に出向き、発掘された遺物等も活用

した出前授業も実施することとしております。

埋蔵文化財センターでは、小中学生を始めと

して多くの皆様に、大分県の歴史・文化に興

味・関心を持っていただけるように、埋蔵文

化財の魅力の積極的な発信に努めてまいりた

いと考えております。

青少年教育費の関連で、ネット依守永委員

存対策という観点でのお話があったわけなん

ですけども、生徒指導担当者を窓口にという

ことで考えてもなかなか把握しづらいんじゃ

ないかなという気もします。

これは、例えば保護者に対してもしお子さ

んが心配であればとか、そういう情報発信の

仕方もするのか、窓口となる担当教諭がずっ

と見ながら、この子はというピックアップを

していくのか、どっちのスタンスで取り組む

方がより効果的にそういった児童生徒を把握

できるのかというのを、どう考えているかお

伺いしたいと思います。

また、豊の国埋蔵文化財魅力発信事業につ

いては、是非地域の校区の皆さんもどういう

ことがされるんだろうかということを分から

ずにいる状況もありますから、県下全域の県

民の皆さんにいろんな情報を発信しながらよ

り効果的に取り組んでいただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

ネット依存の傾向にあ曽根崎社会教育課長

る子どもたちの把握についてお答えします。

先ほども申し上げましたように、各市町村

の学校教育課の生徒指導担当部署と連携をし

ながら基本的には取り組みたいと考えており

ます。と申しますのは、学校教育課の生徒指

導担当部署におきましては、様々な子どもた

ちの問題行動、課題、それから不登校も含め

て子どもたちを把握しております。特に、こ

の不登校の子どもたちがネット依存に陥る傾

向が非常に強いと聞いておりますので、そう

いう子どもたちの把握を行いまして、どのよ

うに支援をしていったらよいかということを

市町村教育委員会の関係者と連携しながら行

ってまいりたいと思っております。

チラシやポスター等を含めて佐藤文化課長

年度当初から地域の皆様、県民の皆様、それ

から各学校等への開館記念展に関しての案内

をさせていただいて、より多くの方々に来て

いただけるようにお知らせ等も含めて情報発

信をしていきたいと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。

家庭環境と日常生活に困難を抱え守永委員

るという児童生徒については、その困難解消

のためにやはり早急に対応していくというこ

とは重要だろうと思いますし、ただネット依
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存そのものがどういう、その一人一人の児童

に対してプラスなのかマイナスなのかという

のは、ケース・バイ・ケースでいろいろある

と思うんですよね。閉じこもる子どもたちの

中には、ネットを通じて社会との関わりを持

つというケースもなきにしもあらずだろうと

思いますんで、一面的な見方ではなく、多面

的な見方をしながら、その一人一人の児童生

徒によりよい方法が何かというのを考える場

を、まず通した中で、いろんなアプローチも

かけていただければいいんじゃないかなと思

ったりもしました。

とりあえず取り組んでいただいた成果を見

ていきたいと思います。よろしくお願いしま

す。

私は、予算概要６２ページの小中原田委員

学校特別支援教育充実事業費についてお尋ね

します。

この事業は、通学が困難な地域の子どもた

ちへサテライトコーディネーターを派遣する

という事業ですけど、この概要の趣旨から考

えて、本事業の対象者というのは、本来は特

別支援学校の入学を希望してたけど、遠距離

通学になるために地元の学校の支援学級に入

っている子と考えるわけですけど、それでい

いのか。

また、本事業の対象者なんですけど、この

派遣先が佐伯市５校、国東３校、九重町１校、

玖珠町４校になってますけど、具体的に対象

と考えられる児童生徒というのは、もう事前

に把握できているのかということをお聞きし

たいと思います。

それとともに、事業内容に特別支援学校と

同等の教育を実施する、施行体系別予算案で

は、教授するという難しい言葉になってます

けど、具体的にどのような教育を考えている

のか。先ほど教育長の説明の中で、教育計画

の作成の支援等もありましたけど、具体的に

どういったものを指しているのかというのを

お聞きしたいと思います。

それでは、事業の対後藤特別支援教育課長

象となる児童生徒の人数について、まずお答

えをいたします。

対象となる児童生徒は、特別支援学校の就

学基準となる学校教育法施行令第２２条の３

に定める知的障がいの程度の児童生徒で、遠

距離による通学困難のため、地域の小中学校

で学んでいる児童生徒と考えております。国

東市、佐伯市、九重町、玖珠町で、小学校に

は９名が、中学校には８名、合計１７名の子

どもたちが在籍しております。地域の小中学

校で学ぶ体制を整えるということは、障がい

がある者と障がいのない者が共に学ぶための

仕組みであるインクルーシブ教育システムの

構築に向けた一つのモデルになると考えてお

ります。

もう１点、特別支援学校と同等の教育の内

容についてお答えをいたします。

小中学校の特別支援学級では、特に必要が

ある場合、特別の教育課程によることができ、

知的障がいの特別支援学校の国語などの各教

科に代えることができるという学校教育法施

行規則第１３８条の定めがあります。特別支

援学校の国語には、教師の話を聞いたり、絵

本を読んでもらったりするなど、小中学校に

はない内容も多く含まれております。また、

そういったような内容をお一人お一人に設定

することも必要であるために、その教育課程

の編成に特別支援学級の担当者が非常に苦慮

をしているというような実情があります。

そこで、対象の児童生徒が在籍する特別支

援学級に、専門性の高い特別支援学校の教員

をサテライトコーディネーターとして派遣を

し、教育課程の編成から授業実践、個別の指

導計画の作成等の支援を行いたいと考えてお

ります。特別支援学級において、特別支援学

校の指導内容により、編成した教育課程で学

習ができるようにしていきたいと考えており

ます。

はい、よく分かりました。原田委員

この事業はやっぱり大切な事業だなと、私

自身は考えてますが、ちょっと要望を２点言

わせていただきたいと思います。

こういった事業を進めるのは、本当に大事
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なことだと思うんですけど、言い方を変えれ

ば、遠距離通学のために通えない子にとって

は根本的な解決にはなってないという点をや

っぱり把握しておかなければならないと考え

てます。その中で、今地元の学校の障がい児

学級に通ってる子についての支援という、こ

れだけじゃなくて、例えば今聞いてるのは、

もう定員ぎりぎりまでたくさんの子どもたち

がいて、なかなか十分な指導ができないとい

う話もよく聞くわけです。そういう意味でい

うと、これから県教委の加配、また市町村教

委では補助教員等の配置をしてますけれども、

是非これからも手厚くやってあげていただき

たいと思います。

もう１点は、今教育委員会は、いわゆる特

別支援学校枠で採用された方を、地元の学校

の支援学級の教員として配置もしてますよね。

やっぱり専門的な知識を持った方々がきちん

と当たるためには、やっぱりまず最初に特別

支援学校で勉強して、経験を重ねて学校の支

援学級の担任にすべきじゃないかなと思いま

す。

その二つ、これからの施策の中で是非また

検討していただきたいということを要望して、

質問を終わります。

私は、大きく２点質問したいと思馬場委員

います。

一つは、４８ページの支援学校の管理運営

に要する経費についてお尋ねをいたします。

県内の特別支援学校は、本校１２校と分校

２校がありますが、それぞれの学校ではスク

ールバスが運行されていると思います。

まず、各学校でのスクールバスの利用状況

についてどのようになっているのか、お尋ね

したいと思います。

特に、登校時の状況がどのようになってい

るのかということ。その中で、委託料として

スクールバス運行時の予算が計上されており

ますが、その内容について教えてください。

それから二つ目は、不登校児童生徒の支援

についてお尋ねをいたします。

一つは、文科省の１５年度の調査で、小学

校の不登校が全国的にもかなり増えていると

いうような状況が発表されました。具体的に、

小学校の不登校２万７，５８１人のうちの４

５％が９０日以上の欠席者と、中学校は９万

８，４２８人のうちの６０．９％が９０日以

上の欠席者と、高校は４万９５９人のうちの

２３．４％が９０日以上の欠席者という状況

が報告をされております。そして、その不登

校の要因については、小学校では最も多かっ

たのが不安傾向、中学校では無気力傾向と、

それから高校も無気力傾向が多いと、それか

ら不登校については、長期の休みが終わった

後が多いというような調査結果が出ていると

思います。

そこで、５９ページのいじめ・不登校等未

然防止対策事業費について、お尋ねをいたし

ますが、大分県内の不登校児童生徒の過去５

年間の現状と、それからその原因についてお

尋ねをいたしたいと思います。

そして、その上で、地域不登校防止推進教

員の配置をする事業が計上されております。

先ほど御説明もございましたけども、その人

数とどのような取組をされるのか、お尋ねを

いたします。

６０ページのスクールソーシャルワーカー

活用不登校等対策事業費についても、先ほど

御説明ございましたけども、配置人数と配置

場所等を教えていただければと思います。

支援学校の委託料、スク森﨑教育財務課長

ールバス運行費等の内容について御説明いた

します。

これは、分校２校を含む１４校の運営に必

要な業務を委託するものでありまして、主な

内容としましては、スクールバスの運行７，

７４５万３千円、それから庁舎の関係になり

ますけれども、校舎等清掃１，３７８万３千

円、それから機械警備８４５万円、エレベー

ター等保守４８２万円、樹木の剪定等が３７

６万円というような内容になっております。

特に、スクールバスの運行委託につきまして

は、３年以内の長期継続契約を締結しており

まして、運転手１名及び介助員１名以上が配
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置されまして、学校が定める運行計画に基づ

き業務を行っているところでございます。

それから、２点目の現行のスクールバスの

利用状況でございます。

現在、支援学校１２校で２０台のスクール

バスが運行しております。現在の利用状況で

ございますけれども、１２校の生徒１，１５

９名に対しまして利用者は約半数の５０１名

となっております。利用率は４３．２％とい

う形になっています。それ以外の生徒は、親

の送迎や公共交通機関を利用しているという

状況でございます。

なお、２０台のスクールバスの総座席数は

６７２席ありまして、利用者、先ほどの５０

１人に対しまして７４．６％の利用率となっ

ております。

平成２３年度から２樋口生徒指導推進室長

７年度まで過去５年間の不登校児童生徒数に

ついてお答えいたします。

小中学校では、毎年１，２００人前後で推

移をしております。また、高等学校におきま

しては、６００人台の不登校生徒がございま

す。最近では、中学校で減少傾向と見られて

おりますが、小学校では若干の増加というも

のでございます。平成２７年度の文部科学省

調査によれば、不登校の要因は様々な要因が

ございますが、その中でも家庭に係るような

状況の部分が３７％、いじめを除く友人関係

をめぐる問題が約２５％、学業不振が２４．

５％ということで、この３つの要因でおよそ

８６％の要因を占めているというような状況

でございます。

二つ目のお尋ねでございました不登校児童

生徒に関わる支援体制の部分で、地域不登校

防止推進教員の配置でございますが、現在地

域不登校防止推進教員は１６市町に中学校で

１９名、これは大分市が３名、別府市が２名

という形で複数配置になっておりますので、

そういう形で１６市町に１９名の推進教員を

配置しておりますが、来年度は小学校の不登

校児童の減少を目指す観点から、３市、日田

市、別府市、佐伯市におきまして推進教員を

配置いたしまして、小学校におきましてもそ

の取組を進めていくところでございます。

内容につきましては、それぞれの学校にお

ける不登校児童の対応はもとよりでございま

すが、近隣の小学校、中学校に出向きまして、

それぞれの学校における不登校児童生徒の対

応についても助言等を与えていくという形に

なっております。

３点目のスクールソーシャルワーカーの配

置でございますが、本年度スクールソーシャ

ルワーカーは、大分市以外で姫島を除く１６

市町に２１名を配置しております。県立学校

は、５校で９名という配置になっております

が、平成２９年度は市町村に新たに１２名の

スクールソーシャルワーカーを増加、配置す

る予定でございます。

ありがとうございました。馬場委員

特にスクールバスの件で、利用率は６７２

席の５０１名ということで７４．６％となる

んですか、学校によってはバスの席が全部余

っているところもあるでしょうし、多いとこ

ろもあると思いますので、乗れないという子

どもさんがいらっしゃるというのもお聞きし

てますが、その辺はそういうところに増やす

ということは考えられてないのかなあと。

今、委員おっしゃいます森﨑教育財務課長

とおり、地域によってやっぱり様々な状況に

あります。私どもも調べましたけれども、本

当にフルで座席数に対してもほぼイコールと

いうところも、２０台のうち２台ほどありま

す。ですから、そういうところについては、

更新の際にまた特別支援教育課とも相談しな

がら規模を決めていきたいと思っております。

２点お聞きいたします。二ノ宮委員

６７ページの地域の高校活性化支援事業に

ついてお聞きします。

私は初めて一般質問したときに、地方の高

校を特色ある高校にしていただきたいという

質問をいたしました。早速２８年度に２００

万円かける１０校分の２千万円を組んでいた

だきまして、大変対応は早いなあと驚いてお

りました。ちょうど１年たったわけですけど、
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実績といいますか、できればその学校名とか、

その事業について教えていただきたいと思っ

ています。

それと関連で、特に活性化する、特色があ

るというようなことは、先ほど教育長が言っ

ておりましたように、その地域に信頼され、

選ばれる学校になるように、魅力、それから

特色ある高校づくりということの中で、この

事業が行われていると思っています。そうい

う中で、簡単には結果は出ないと思うんです

けど、高校入試の定員割れの状況につきまし

て、２８年度、２９年度、数字が分かれば是

非教えていただきたいと思ってます。

それと２点目は、その下のグローバル人材

育成推進事業の海外高校等交流支援に要する

経費。さっきの説明では、姉妹校方式による

交流を図りたいということでありました。ど

この高校かとか、そういう事業内容等が分か

れば是非教えていただきたいと思います。

まず、地域の高校活性化姫野高校教育課長

支援事業費に係る御質問にお答えいたします。

平成２８年度の指定１１校におきまして、

地域や中学校と連携した魅力・特色あるプロ

ジェクトに取り組んでおります。具体的には、

高田高校は高校の教員により地元中学校への

出前授業、由布高校につきましては、地元の

魅力をＰＲする台湾での神楽公演、さらに三

重総合高校では、豊後大野市のアンテナショ

ップでの販売実習など、そういう取組により、

平成２９年度、今回の入試でございますが、

指定校のうち６校で昨年度より欠員が減少し

てございます。

なお、１１校のうち４校で入学定員を確保

することができてございます。

これは、昨年度は、平成２８年度入試にお

きましては１４校ということで、今年度１２

校が定員割れということで、定員割れをした

学校数は減少しておるということでございま

すが、引き続き現在１年間の成果と課題を踏

まえまして、更に効果が出るよう、次年度取

り組む課題につきまして再度実効的な計画と

なるような練り直しをしているところでござ

います。

さらに、欠員を出している１２校につきま

しても、活性化支援事業など、平成２９年度

につきましては、学力向上や部活動の強化な

どのプロジェクトを行う学校を更に５校程度

考えておりまして、そういう事業を使いまし

て定員割れの対応、課題改善に向けて取り組

んでいきたいと考えております。

２点目のグローバル人材育成推進事業とい

うことで、これは交流に必要な経費の支援と

いたしましては、ウェブ会議システム等を導

入いたしまして、姉妹校の取組を継続的に、

もっと多くの生徒にそういう交流の成果を還

元できないかということを今考えるところで

ございます。先ほどの由布高校が台湾に行っ

た、そういった観光コースでそれをもっと継

続的に１年間に渡って交流できないかという

ような取組を今後やっていきたいと考えてい

るところでございます。

私たちの一番の願いというのは、二ノ宮委員

特に由布市は今１校しかないんですけど、最

低それぞれのその市に１校の高校が欲しいと、

そこがなくなるとやはり地域振興や地方創生、

そういう中で大変な影響を受けるんじゃない

かということで、県議になりたてのときにこ

ういう質問いたしました。２７年度のあのと

きの調査で、高校１年生とそれから５年先に

１年生になるであろう小学校５年生の数が出

てました。その間で６５８人減少するという

ことで、４０人学級にしたときにやはり１６

学級が減るというのは、もう現実に目の前に

来てます。そういうことで、２００万円かけ

る１０校ということで、その成果も２校ぐら

い出たという今回答だったんですけど、是非

このことをずっと進めていただいて、そして

本当に地域に信頼され、選ばれる高校となる

ような取組を是非していただきたいと思って

います。

高校の後期の再編につきましても、この２

８年度で大体一応めどがついたんですけど、

大変嫌なことといいますか、先ほど言いまし

たように、４年先、５年先にそういう現実が
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待っている中で、是非もう学校を魅力的にす

る以外にないと考えてますので、ここでなか

なかそういう回答はいただけないと思います

けど、そういうことに是非しっかり取り組ん

でいただきたいと、お願いです。

通告に従って３点質問いたします。平岩委員

まず１点目は、概要書の１９ページ、小・

中学校人事管理費についてです。

記載には、病休や研修代替等と書かれてあ

ったんですけど、この代替制度の中に育休と

か産休の代替ということも含まれているのか

ということ、細かいことですけれど、教えて

ください。

毎年代替教員が見つからない状況というの

がどこの学校でも起こっているんですけれど

も、もう数年この状況を見てきて、もう抜本

的に解決する方向を考えなければ、これは大

変なことだとずっと思ってきましたので、県

教委としてそれを解決するためにどんなこと

を考えられているのかということを教えてく

ださい。

それから、４７ページの盲学校グラウンド

改修についてです。

１億４，１５９万円というかなり高額のも

のが書かれてあるんですけれど、グラウンド

改修にこれだけかかるのかと思いながら、数

年前に盲学校の重油漏れの事件がありました。

それの改善のための改修費なのかと思いなが

ら、そのことをお伝えしていただきたいと思

います。

それから、５７ページの学力向上対策支援

事業費についてです。

学力・体力の調査は、県がやる、国がやる、

市町村もやっているという状況で、もう県の

基礎・基本定着状況調査は１４年目ぐらいに

なるんではないかと思うんですけれども、い

つも県教委もきちっとしたまとめをしてくだ

さって、課題が何であるかということも大体

共通認識できたのではと思ってます。もうそ

ろそろこの事業は、やめてもいいんじゃない

かと思っています。学力も体力も心育ても、

みんな大事なことで、学校で行っていること

ですけれども、やっぱり今この学力テスト、

それから体力テストの結果、そしてその結果

の扱いによって学校の現場はかなり厳しい状

況になっていると思いますし、目的とそれか

ら今行われていること、そして扱われ方が非

常にかい離しているというのを、私はいつも

そのことを訴えていますけれども、その学校

現場の課題について、今抱えている困難さに

ついて、義務教育課として、県教委として、

どうその解決を図っていくのか、その溝を埋

めていくのかということについて、お伝えい

ただければと思っています。

まず、１点目の小・中学藤本教育人事課長

校人事管理費の質問についてでございます。

育休・産休代替につきましては、この小中

学校人事管理費で計上している代替教員に係

る予算は、体育代替、病休・研修代替に係る

ものでございます。育休・産休代替に係る予

算については、給与費の中で計上しておりま

して、予算上は小学校費では予算概要の２４

ページにあるとおり１１５人、中学校費では

２５ページにあるとおり４０人の予算計上を

しているところであります。

代替教員の確保についてでございます。

近年の教員の大量退職に伴う正規教員の採

用数の増加などに伴いまして、臨時講師の希

望者数は年々減少しているのが状況でござい

ます。このため、年度途中での病気休暇の取

得などに伴う代替教員の確保が難しいという

状況も見受けられております。退職者、過去

の臨時講師経験者、教員採用選考試験の受験

者などへの協力依頼など、臨時講師の確保に

向け、教育庁内、教育事務所を挙げて市町村

教育委員会の協力を得ながら取り組んでまい

りたいと考えております。現在も取り組んで

おります。

それと３点目に、学力向上対策の関係での

御質問がございました。これは、教員への負

担軽減という立場で、まず教育人事課から答

弁をさせていただきます。

子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進

ということで、確かな学力の育成、体力づく
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りというのは、非常に重要でございます。一

方で、教職員の勤務実態の改善に向けて学校

現場における業務の適正化も求められており

ます。県の教育委員会では、芯の通った学校

組織による組織的な課題解決力の向上に努め、

スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカーなど、専門人材の配置や部活動にお

ける外部指導者の活用など、チーム学校の体

制整備を進めているところでございます。併

せて、定時退庁日の設定、研修、会議等の精

選・縮減、県教委からの調査文書の見直し、

部活動における休養日の徹底など、教職員一

人一人の負担軽減にも取り組んでいるところ

であります。また、年２回のストレス診断を

今年度からは学校ごとに集計分析して、きめ

細かに職場環境の改善につなげ、全ての学校

で作成する勤務実態改善計画に反映させる新

たな取組もスタートしたところでございます。

このような学校の組織体制の充実や職場環境

の改善を通じての教職員の勤務実態の改善に

つなげていきたいと考えております。

盲学校グラウンド改修に森﨑教育財務課長

ついて御説明いたします。

委員おっしゃるとおりでありまして、平成

２３年１２月に発覚した盲学校の重油漏れに

対する汚染土の除去に要する経費でございま

す。

これは、暖房用ボイラーの重油が盲学校及

び一部隣接する金池小学校側のグラウンドに

漏れていたもので、その後プラントを設置し

まして、回収作業を行ってまいりました。ま

た、同時に、モニタリング調査を行いまして、

重油が拡散していないのかというを確認して

きたところでございます。５年がたちまして、

回収量も減少し、拡散も確認されなかったこ

とから、回収作業は今年度で終了しまして、

来年度から２か年かけまして汚染土を除去し、

きれいな土に入れ替えるということによって

終息させるということにしたものでございま

す。

学力向上対策についてお米持義務教育課長

答えいたします。

まず、教育基本法第９条にこのように書か

れております。

「法律に定める学校の教員は、自己の崇高

な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励

み、その職責の遂行に努めなければならな

い」とあります。つまり、教員という者は、

日々子どもの様子、あるいはその学力の結果

等をもとにしながら、研究、そして今後の子

どもの力を伸ばすために修養しなければなら

ないということが使命だと思います。これに

ついて、いろいろ議論の余地はないだろうと

思っております。そういうところに鑑みたと

きに、大分県の子どもたちの状況は、先ほど

幾つかお話があったと思いますが、小学校に

つきましては全国平均を昨年度は超え、今年

度はその平均並みになってきたと、中学校に

ついてはまだまだ伸び悩んでいるという状況

がございます。これについて、一番キーワー

ドになっていることは、授業改善だと思いま

す。つまり、県全体として小学校５年、６年、

そして中学校の２年、３年の全体の傾向は、

県及び国の学力調査で大まかな傾向は分かり

ますが、各市町村別、あるいは各学校別にな

ってきますと、それぞれの状況がまだ異なっ

たところがございます。

つまり、各学校において教員が自分の学校

の持つ課題を教科別に、あるいは項目ごとに

しっかりと把握し、その対策については、残

念ながら県全体の大きな方向には足りないも

のがございます。それについて、県と市町村、

そして各学校の先生方が協力しながら、その

授業改善の在り方を、学校個別に、あるいは

学級個別にしっかりと考えていくことが大事

だということが考えられます。

そういう意味で、まだまだ小学校５年及び

中学校２年におきまして、県の調査をしなが

ら、そのような改善の方策をしっかりと各学

校でＰＤＣＡサイクルが回せるような形が定

着できましたら、次の課題に進めるかと思い

ますが、現状としては私としては必要なもの

だと考えております。

そして、今年度の対策につきましてですが、
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お手元５７ページに、中学校学力向上対策支

援事業についての項目が書かれております。

特に、右側マル特と書かれているところを簡

単に説明いたしますと、「３つの提言」推進

重点校というものを８校指定して、この８校

につきまして、手厚い人的支援等を行います。

つまり、加配教員を配置しているということ

でございます。また、その下に習熟度別指導

推進教員派遣事業費と書かれておりますが、

その８校につきましてもこの教員を配置した

ということでございます。

また、その下、教科別協議会、学習指導要

領の改訂につきましては、先ほどお話がござ

いましたが、この改訂の趣旨をしっかりと理

解するということも教員にとっては必要なこ

とですし、その場を提供するということが私

どもにとってできる最大の支援だと思ってお

ります。

また、数学についての課題も御存じかと思

いますが、数学の指導主事につきまして、学

校を回りながら先生方の課題を把握し、そし

て必要な助言を行っていくという事業も始め

ようと思っております。また、昨年度に引き

続き、数学問題のデータベース、これはどの

ようなことかと申しますと、データベースに

アクセスしましたら、宿題あるいは授業中に

使用するプリント、あるいは定期的な考査問

題、このようなものが、その先生が選んだも

のが自分の紙面上で配置ができて、子どもた

ちに配布ができるという、非常に便利なもの

でございます。これも教員に提供しながら日

常支援をしているという立場でございます。

また加えて、学力向上に係る各種協議会、

そして「学びに向かう学校」づくり推進事業、

これは先生方のみならず、関係の学校の中学

生に集まっていただいて、これは各学校４、

５名をイメージしていただいたらいいと思う

んですが、１１校ございまして、その子ども

たちと一緒に学校づくりについて協議してい

くということを行っております。

そういうことを手厚く支援していきながら、

来年度の事業を推進しようとしているところ

でございます。

病休代替については分かりました平岩委員

が、病休は突然のことなので、探すのは本当

に急なことなんですけど、昨年まで見てきて、

やっぱり産前休暇の代替もなかなかついてな

かった、なかなか来ない。それから育休につ

いても日にちが大体分かっているけれども、

そこにつかないという、先ほど課長が言われ

た人がいないというところだと思うんですけ

れども、現場は大変な状況になっているとい

うのは、もう共通認識していると思いますの

で、またみんなで努力していきたいと思いま

すが、現場の実情を知ってください。

それから、盲学校の改修は分かりました。

２か年計画と捉えていんですね。

それから、学力向上施策について、教育人

事課長とそれから義務教育課長からとても丁

寧なお伝えをしていただきまして、ありがと

うございました。

私は、学力も体力も全然否定していません

し、本当に大事なことだと思ってます。中学

校の卒業式に行ったときに、校長が生徒に向

かって、君たちに義務教育の間でつけなけれ

ばならない力を全部つけたつもりです。これ

からは、あとは自分たちの力で次のステップ

で上がっていくんだよというときに、みんな

保護者も私たちも、すとんと落ちる状況だっ

たんです。ですから、学校現場で学力とか体

力とか全然否定していないんですけれども、

でも結果として、学力テストの結果が公表さ

れることに関して、やっぱり物すごい状況が

起きていて、もう学力テストの結果をよくす

るための授業をしなければいけないみたいな、

過去問の練習が８５％の学校で行われている

という状況で、教育委員会の理想と現場がす

ごく違ってきていると思います。もう時間が

なくなりましたけれども、そこのところは毎

年話し合っていますけれども、またゆっくり

話をしていきたいと思います。終わります。

事業概要１２ページの広報活動費、桑原委員

大分県教育庁チャンネルというのがあります

けれども、この大分県教育庁チャンネルの概
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要とその中の「シリーズ授業まるごと！」に

ついては、少し詳しく御説明してください。

お願いいたします。

大分県教育庁チャ能見教育改革・企画課長

ンネルについてお答え申し上げます。

大分県教育庁チャンネルは、学校現場を中

心として本県教育の特色ある取組を広く県民

の皆さんに発信をするとともに、優れた取組

事例を教育実践の参考にしていただくため、

平成２２年５月に開設をしました、県教育委

員会独自の動画サイトでございます。

動画の内容は、主として、学校、地域の特

色ある取組や児童生徒等の活躍を取り上げた

もの、二つ目に教員の授業力向上に資するも

の、３点目として県教育委員会の取組をＰＲ

するものとしております。教育県大分の創造

に資するもので、教育現場からのニーズが高

いと考えられるもの、例えば今年度につきま

しては、「シリーズＩＣＴ活用」、グローバ

ル人材の育成の関係でございますけれども、

「シリーズ世界へのトビラを開こう！」とい

ったコンテンツにつきましては、シリーズ化

をしまして継続的にコンテンツを配信してご

ざいます。先週末現在で、公開動画本数は延

べ５０２本、累計の再生回数は１８０万回を

超えております。

続きまして、「シリーズ授業まるごと！」

でございます。

学力向上支援教員、指導教諭、教育実践作

業所受賞者といった方々の優れた授業をノー

カットで撮影したものでございまして、授業

の進め方、教材教具や板書の工夫、授業の時

間配分や間の取り方までリアルに伝えること

ができるものとしております。実際の指導案

と併せて配信をし、本年度は指導主事の解説

も加えるなど工夫をしておりまして、教員の

授業力向上に役立てていただけるものと考え

ております。「シリーズ授業まるごと！」は、

現在までに３１本を公開しておりまして、総

再生回数は３０万回を超えております。

「シリーズ授業まるごと！」３１桑原委員

本、私が調べたのは２５本なんですけれども、

ここはどうなんですか。ここは後で御答弁い

ただくときに教えていただければと思います。

今、御説明を聞きますと、この「シリーズ

授業まるごと！」、教員の授業力向上のため

というようなお話だったようなんですけれど

も、そのためだけというのは、すごくもった

いないと思います。私は、昨年の１２月の定

例会一般質問で、授業のインターネットでの

無償公開を提案いたしましたが、そのとき教

育長の御答弁でも触れられなかったし、私の

リサーチ不足もありまして、これに気づくの

が遅くなったんですけれども、この「授業ま

るごと！」がその当時私が提案したものにつ

ながると考えております。授業をノーカット

で録画したこの「授業まるごと！」は、いつ

でも、どこでも学校の授業を受けられるとい

う点で画期的であります。残念ながら、予算

不足のためか、私の調べたところによると、

現時点で２５本しかビデオはありません。し

かし、もしも小学校から高校までの全教科の

年間授業がオンデマンドで視聴できるなら、

不登校の生徒も学校に通うときと同じような

授業が受けられます。このシリーズは、単に

不登校の生徒にとって有益であるだけでなく、

試験前の復習や外国人の日本語の勉強、成人

の再教育、そして現在の目的となっている教

員の授業研修など、幅広い用途に使えます。

このような有益な観点を考えて、今後このシ

リーズに割く予算を増やしていくお考えはな

いか、質問いたします。

まず、「シリーズ能見教育改革・企画課長

授業まるごと！」の本数についてでございま

すけれども、御指摘のとおり、純然たる「授

業まるごと！」というコンテンツは２５本で

ございますが、「シリーズ授業まるごと！」

として撮影に入りましてノーカットで全てを

放送するまでに至らなかったものが６本程度

ございます。「シリーズ授業まるごと！」に

準ずるものとしまして「がんばる先生」とい

うコンテンツも配信しておりまして、合わせ

て３１本ということでございます。

様々な用途に活用するため、予算の拡充に
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ついてのお考えはという御質問でございます

けれども、御案内かと存じますけれども、小

学校の標準授業時数につきましては、第１学

年から第６学年まで合わせまして５，６４５

コマございます。中学校では、同様に３学年

合わせまして３，０４５コマでございます。

現在、３１本ということで、なかなかそれだ

けのコマ数全てを配信するというのは難しい

状況にございますし、御案内のとおり、学校

における教育課程の編成権といいますものは、

各学校にございます。学習指導要領上も各学

校において、地域、学校、それから子どもの

実態を踏まえた授業計画を立てるということ

になっておりますことから、なかなかその全

てに対応するようなコンテンツの配信は難し

いと考えてございます。一部その授業の中で

教材の一部としてこの「授業まるごと！」を

活用いただくといったことは考えられるかと

思いますけれども、一義的には教員の授業力

向上というところを狙いとしまして継続して

いきたいと考えてございます。

すぐに全授業とかという話をして桑原委員

いるんではなくて、いろんな効果があるんで、

もっと増やすスピードを高めた方がいいとい

うことを申し上げております。教員の研修の

ためだけではなくて、本当にいろんな効果は

あるんで、検証していただきたいと思ってお

ります。来年度の教育委員会の事業案では、

不登校の防止、解決、支援のため等にかなり

の予算が組まれておりますが、教育において

最も重要なことは、学ぶことであって、学校

に行くことではありません。どうしても学校

に行けない生徒を無理やり通わせることに予

算を使うよりも、通えない子どもたちも学ぶ

手段を提供することに予算を使うべきと考え

ます。「ポランの広場」や夜間補充学習教室

のような少数の利用者にしか利益がない事業

よりも、「シリーズ授業まるごと！」のよう

な事業の方が、費用対効果がずっと大きいの

で、私は県のほかの不登校対策予算を削減し

てでも、このようなオンデマンド型遠隔授業

の充実のために予算を使うべきと強く要望し

て、今後の動向を見守らせていただきます。

１点お願いしたいと思います。尾島委員

７０ページの実習船共同運航調査費につい

てです。

昨年度も同じような予算が計上されていた

んですが、この予算は平成３１年４月、香川

県との共同運航に向けて事業が進んでいると

思うんですね。そういった中身を少し確認し

たいと思うんですが、今までこの協議をどの

ような形でやってきたのか、その経過と経緯

についてお願いしたいと思います。

特に、合意事項といいますか、例えば建造

費の費用負担とか、それから大事なことなん

ですけど、主な船の係留地、こういった重要

な協議があったと思うんですけど、今まで合

意できた協議内容について主なものを教えて

いただきたいと思います。

それから、そういった協議の中でいろんな

課題なり問題点が浮かび上がったと思うんで

すけど、その内容についてもお願いしたいと

思います。

それからもう１点。共同運航ということで

２県が一つの船を使うことになりました。以

前一般質問や議案質疑でも随分論戦になった

んですが、現在海運業界は、非常に人手不足

が深刻化して船員の確保が難しいという問題

がありました。しかし、２県が一つの船を共

同運航ということになれば、一転して２年後

には船員が過剰になるんではないかと考えま

すんで、先のことなんですけど、将来のこの

人員の扱いについても考えられる範囲で結構

ですから、御答弁を頂きたいと思います。

実習船の共同運航調査費姫野高校教育課長

について、現在の香川県との協議状況につい

てお答えいたします。

平成３１年度から始まる香川県との大型実

習船の共同運航については、平成２８年４月

に両県で覚書を取り交わし、新実習船１隻を

両県共同で建造、負担割合は各県２分の１、

建造の実施主体は大分県、新実習船の管理運

営の実施主体は香川県について合意をしてお

ります。現在、平成２７年６月に立ち上げま
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した両県の教育委員会や学校の関係者による

共同運航準備委員会に、教育部会、建造運航

部会、船員配置部会を設け、協議を行ってい

るところでございます。

今後の課題といたしまして、より効果的な

航海実習などのカリキュラムの開発や学校間

交流、実習船の運航に係る管理運営体制、乗

組員の定数等を含めた勤務労働条件などがあ

り、協議を重ねてまいりたいと考えておると

ころでございます。

乗組員の扱いについてお藤本教育人事課長

答えいたします。

共同運航時の乗組員につきましては、実習

船の大型化に伴い、現行の実習船に比べ乗組

員の定員は増員する方向で考えております。

しかしながら、大分、香川両県を合わせた乗

組員数までの定員を配置することは厳しい状

況にあるのは、事実でございます。現在、乗

組員の定数等を含めた勤務・労働条件につい

て、香川県と協議を行っており、早い時期に

乗組員に対して具体的な内容を示したいと考

えております。乗組員との協議を丁寧に行い

ながら、共同運航時の乗組員の勤務・労働条

件等を決定していきたいと考えております。

ちょっと１点だけ確認したいんで尾島委員

すけど、先ほど指摘しましたように、１隻の

船を２県が共同で使うということで、例えば

大分県ですと、今まで前期、後期の遠洋実習

があったと思うんですね。やっぱり二つの学

校が少し船が大型化したとはいえ、倍になっ

たわけじゃありませんので、先ほどお話があ

りましたが、定員も限られております。そう

いった中で、実際にそれぞれの大分県の学校、

香川県の学校が本当にタイムリーな形で、あ

るいは必要とする、実際に期待に沿えるよう

な実習が組めていけるのか非常に心配なんで

すけど、その点について現在の協議ではいか

がでしょうか。

今後、先ほど申しました姫野高校教育課長

ように、遠海実習を含めましたカリキュラム、

スケジュールについて協議を詰めてまいりま

すが、現在のところ両県が今まで行っていた

教育の内容につきましては担保していき、更

に充実した共同運航はできないかということ

で今協議がされているところでございます。

予算概要書の１００ページ、上段に森委員

あります生涯スポーツ振興費に関連して御質

問いたします。

本日、教育長からも予算のポイントの中で、

県民の体力向上、健康増進に資するスポーツ

環境整備施策において、総合型地域スポーツ

クラブの活躍が期待されるというお話もござ

いました。平成７年以降、もう既に２０年以

上経過しますけども、全国に３，５５０以上

の総合型クラブが設立されております。県内

におきましても、４２クラブがそれぞれの市

町村で活躍をしており、会員数１万７千名が

県内におります。しかしながら、総合型クラ

ブがそれぞれ自主財源確保や運営における課

題を抱えております。

昨年、スポーツ庁内において、この総合型

地域スポーツクラブの今後の在り方に関する

検討会議が開催されました。１１月１１日に

その提言書が提出されております。東京オリ

ンピック・パラリンピック開催に向けてスポ

ーツ機運が高まる中、県民の身近なスポーツ

環境づくりを行う総合型地域スポーツクラブ

と更に連携を図っていくべきと考えておりま

す。全国的に総合型クラブが抱える課題やス

ポーツ庁の方針を踏まえた上での大分県とし

ての御見解を、体育保健課長にお伺いいたし

ます。

それでは、総合型地域ク井上体育保健課長

ラブの連携についてお答えをいたします。

全国的なクラブの課題でございますが、平

成２８年７月現在、全国には３，５８６のク

ラブが設立されています。施設の指定管理や

マラソン大会等のイベントを受託するなど、

工夫した取組を行い、安定的な運営をしてい

るクラブがある一方で、会員、それから自主

財源、指導者の確保など、課題を抱えるクラ

ブも多い状況でございます。スポーツ庁の方

針としては、総合型クラブに関しては、これ

からはクラブ数の量的拡大から質的な充実へ
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と重点を移して施策を推進する。また、地域

に根差したクラブとして定着していくため、

総合型クラブによる地域の課題解決に向けた

取組を推進するとなっております。

本県といたしましては、総合型クラブとの

連携を図ることは、県民の体力向上、健康の

保持増進及び地域の活性化を推進する上で大

変重要なものと捉えております。現在、地域

スポーツ活性化推進事業では、貯筋運動教室

の開催やチャレンジウォーキング選手権を総

合型クラブと連携して実施し、県民が日常的

にスポーツに親しむためのプログラムの提供

を行っているところでございます。こうした

取組が県民のスポーツ活動への参加機会拡充

につながり、総合型クラブの会員数増や自主

財源の確保など、クラブの充実強化にもつな

がるものと考えております。

ありがとうございました。森委員

今、課長からも御説明がありましたけども、

現場の総合型クラブでは、昨年出されたこの

スポーツ庁の提言書に関して大きく期待をし

ているところがございます。その中に、県と

しての役割、いわゆる都道府県としての役割

も言及されております。この提言書を受けて、

本年３月、今月中に第２期スポーツ基本計画

が策定され、今後５年間の指針もそこに掲載

され、今後県もその指針にのっとった上での

施策を推進していくべきと、私も考えており

ます。そんな中で、県に求められる役割等が

この提言書にも掲載されておりますが、この

提言書を受けた上で、平成２９年度予算にい

かにこの提言書の内容が反映されたのか、若

しくは今後どのように反映していくのかをお

聞かせください。

もう一つは、総合型クラブの社会的な地位

と言いますか、その公的な部分の健康づくり

などを担う団体としてのいわゆる格付、信頼

される組織であるという登録認証制度につい

ても、この検討会の中の提言書に掲載されて

おります。そのことにつきまして、県として

どう考えるのか教えてください。

最後に、総合型クラブの育成に関しては、

広域スポーツセンター、これは体育保健課内

にございますけども、この御支援によりまし

てこれまで活動を行ってまいりましたが、提

言書の中には広域スポーツセンターの今後の

クラブの運営に対する再構築が求められてお

りますけども、それについて県としてどうお

考えか、お聞かせください。

以上、３点でございます。

２９年度の事業に反映し井上体育保健課長

ていく具体的な内容でございますが、やはり

その提言書を受けまして、総合型地域スポー

ツクラブを活性化させるということが一番大

きな狙いでございますので、来年度はクラブ

フェスティバルといたしまして、県内の６拠

点クラブを選定しまして、エリアごとでそれ

ぞれ横の連携をとりながら、県全体としての

クラブの活性化を図っていくということでご

ざいます。具体的には、豊後高田、杵築、玖

珠、豊後大野、大分、津久見等において拠点

クラブをまず作りまして、そこでクラブフェ

スティバル等のイベントを開催して、その近

隣のクラブも巻き込んでいきたいと考えてい

るところでございます。

それから、登録の、クラブの認知度を高め

るということでございますが、様々なチラシ

の配布とか、それから事あるごとに総合型ク

ラブの重要性をイベント等で、会議の中等で

訴えていきたいと考えております。

それから、３点目の広域スポーツセンター

の再構築でございますが、機構改革によって

現在体育保健課内にこの広域スポーツセンタ

ーはございますが、今の状況を検証しながら

今後もよりよい在り方を求めて検討してまい

りたいと考えております。

登録制の導入については再度土居副委員長

はっきりと答えてください。

登録認証制度のことでご井上体育保健課長

ざいますが、そのことについても検討してま

いりたいと考えております。

ありがとうございました。森委員

昨年の決算特別委員会でも小嶋委員からこ

の総合型クラブのことに関して現在の状況、
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現場として非常に悩んでいる部分があるんじ

ゃないかというような御意見があったかと思

います。現場としては、現場で頑張っている

運営に関わる皆さんは、本当に真剣にやって

いるんですけども、現場でせっかく育った人

材が予算不足などで流出してしまうという現

実もございます。東京オリ・パラに向けて地

域スポーツの振興というのは重要だと思いま

すので、総合型クラブの今後の育成に関して

きちんとまた御支援をいただければと思いま

す。

お願いで、以上で終わります。

以上で事前通告者の質疑を終土居副委員長

了しました。

ほかに御質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。

先ほどの質問の中で関連して手を玉田委員

挙げようと思ったんですけれども、通告が先

だと思って、少し関連も含めて質問します。

支援学校のスクールバスの件です。

先ほど答弁の中で、席数の充足率とかそう

いう話はありました。それも大事ですけれど

も、重要なのは学校がある日に確実にバスが

動いていることだと思うんです。バスが今は

非常に古くなっていて、そして新しいバスの

確保も時間がかかるということで、教育委員

会も苦労をしているみたいですけれども、現

場も苦労しながら今運用しているという状況

ですが、仮にスクールバスが故障とかで動け

なくなったときに、その対応について今回予

算はきちっと確保されているのかどうか、そ

のことを一つお伺いしたいと思います。

それから、もう１点が義務教育課なんです

けども、これも先ほど説明ありました６０ペ

ージのスクールソーシャルワーカーの活用の

事業。昨日子どもの貧困対策推進フォーラム

というのに出てまして、そこで県内各地域で

のいろんな方が活躍される、そういうお話を

伺っている中に、社会福祉士さんのスクール

ソーシャルワーカーのお話もありました。そ

の中で、社会福祉士さんたちが学校現場で御

苦労されている様子も聞いたんですけれども、

それはそれとして、ただその中でどうしても

気になったのは、社会福祉士さんが専門職と

しての雇用形態をきちっと確保できているの

かどうかということなんですが、その社会福

祉士さんの雇用形態、あるいは雇用条件につ

いて、この３，７５６万２千円というこの事

業費の中でしっかりと確保されているかどう

か、その見解をお伺いしたいと思います。

先ほど委員が言われまし森﨑教育財務課長

たように、スクールバスについてはなかなか

確保できにくい状況にございます。と申しま

すのは、やはり東京オリンピックの関係など

で、やはりそういうスクールバスといいます

か、大型のバスの改良というのはなかなか進

行しないという状況もございます。

今年度も単年度でやる予定のものを、債務

負担行為を取らせていただいて、２年間とい

う形でさせていただいたところでございます。

支援学校については、支援学校費というもの

が３億円ぐらいあります。先ほどスクールバ

スの運行費ということで、委託料ということ

で１億３千万円ほどしたんですけれども、そ

れ以外にも光熱水費とか修繕料とか、あるい

は燃料費とか、そういうものについて措置を

したいと、そしてできるだけ支援学校が困ら

ないようにという形でやっていきたいと思っ

ております。

スクールソーシャル樋口生徒指導推進室長

ワーカーの勤務実態についてお答えいたしま

す。

スクールソーシャルワーカー活用不登校等

対策事業につきましては、週に２回、１日６

時間の勤務で、年間４８週ということでそれ

ぞれの市町村、学校に出向いていただいて、

ソーシャルワークを行っていただいていると

いう実態でございます。昨年１，５００円で

あった時給を２，５００円に引き上げたこと

によりまして、かなり待遇改善という部分で

は進んだんではなかろうかと判断していると

ころでございます。

ありがとうございます。玉田委員

まず、スクールバスについてですけど、故
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障して直るまで時間がかかると、その間の通

学の確保というのがやっぱり切実な問題だと

思うので、そこのところ、私のところは竹田

支援学校が現場になるので、例えばこれは是

非検討してほしいという話です。やってほし

い、ちょっと検討が必要かなと思ったんです

けども。地域の福祉車両――障がい者福祉サ

ービスとか、高齢者福祉サービスで使ってい

る福祉車両をうまく借り上げて、そして臨時

的に、緊急的に使うような、そういう方策は

できないのかなと思いましたので、その御検

討を是非１回お願いしたいと思います。

それから、スクールソーシャルワーカーに

ついて、時給が１，５００円から２，５００

円に上がったということでいいですね。いろ

いろ社会福祉士だけでやっている人もいるし、

施設の中でも社会福祉士もいるので、いろん

なベースになるものが違うと思うんですけれ

ども、是非是非そこはしっかりと話をして、

そしてそもそもこの人材確保は大変だと思い

ますので、こういうところでしっかりやって

ほしいと思います。

以上、要望であります。

小中学校の学力向上対策支援事業麻生委員

に関して、５７ページの数学問題データベー

ス配信事業費６４５万円という計上がござい

ます。一般質問でも申し上げましたが、現場

の先生方、専門教科の先生方、あるいは指導

主事の先生方が能動的な研究をされて、こう

いったデータベースを配信し、宿題等々で活

用しているというお話でありました。

昨年度に比べて今年度は増えたのかと、予

算的に同額なのかどうか、増やしたのかどう

か、大方でいいです。

一般質問でも申し上げましたが、せっかく

こうしたすばらしい運動をしているにもかか

わらず、ほかの教科にも広げるべきである、

あるいは小学校でも同じようにできないかと

いうことを投げかけて、前向きに検討すると

いうことでありましたが、その結果どうなっ

てるのかというのが全く見えてこない。そう

いう意味において、その上に深い学びの実現

に向けた教科別協議会運営費ということも計

上されてますが、この教科別協議会の運営費

というのは、より具体的にどういった形のも

のなのか。

以上、２点伺います。

では、２点についてお答米持義務教育課長

えいたします。

まず、１点目ですが、データベースについ

てです。

これは、昨年度に引き続き数学ということ

については変わりはございません。予算的に

前年度６４５万円に対して次年度６７８万１

千円で計上しておりまして、これは契約上の

予算でございまして、特段何かを増やしたと

いうことではございません。

２点目でございますが、教科別協議会につ

きましては、これは特に中学校の国語、数学、

社会、理科、そして加えて総合的な学習の時

間、そして英語、これらについて各学校から

担当の先生方１名以上をお呼びして、そして

協議会を持つということにしております。中

身につきましては、文部科学省の教科調査官、

あるいは本県の教科担当の指導主事等の説明、

あるいは集まった教員の事例交流等を行うよ

うにしておりまして、要は中学校の深い学び

の実現に向けてそれぞれの専門性を高めてい

くということを計画したものでございます。

他の教科や中学校への広がり土居副委員長

はどうですか。

データベースにつきまし米持義務教育課長

ては、一つは今、中学校の数学が課題という

ことでございますので、その点に来年度は非

常に力を入れようとしておりまして、その点

で中学校の数学ということを掲げております。

その他の教科につきましては、この教科数、

この倍掛けになりますので、今後の検討課題

かと思いますが、なかなか予算確保するのが

難しい状況にございますので、効果等を見な

がら検討していく課題かなと思っております。

これは、義務教育ですから、いつ麻生委員

も現場で言い訳になるのが、家庭環境であっ

たり、あるいは児童生徒、あるいは保護者の
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負担の問題であったり。これは言い訳にでき

ないんですよ、義務教育というのは。そうい

う意味において、現場の各教科別の研究会の

先生方は非常に能動的にいい形で頑張ってい

ただいているわけですから、そこを生かさず

して本当の意味の教育改革はできないわけで

ありますから、しっかりとこれはやってほし

いなと、補正予算を組んででも取り組んでい

ただきたいと。

以前から問題を指摘しておりますように、

副教材等々においても、「夏の友」、「冬の

友」、昨年も指摘を申し上げましたけれども、

それは保護者に負担をかけるわけですよ。義

務教育においてそんな負担をかける必要はな

いわけでありまして、数学問題のデータベー

スと同じように、全教科しっかりやれば、そ

のような負担なしで教育改革含めて全てでき

るわけですよ。あるいは保護者の経済環境を

言い訳にできないんですよ、この義務教育と

いうのは。そこの根本的な部分をしっかり踏

まえて、この問題については取り組んでいた

だきたいと思いますし、補正予算をしっかり

と９月議会で計上していただいて、取り組ん

でいただくことを要望しておきます。

訂正させてください。米持義務教育課長

先ほどのデータベース配信事業費は６４５

万円で、昨年度と同額でございました。訂正

いたします。

済みません、通告しておりません。河野委員

先ほど尾島委員からも質問がございました、

７０ページの実習船の共同運航調査費の関係

でお伺いさせていただきます。

実習船、これは外洋に出てハワイ沖等にも

行くということで、過去にも残念ながら我が

県において実習船で行方不明の生徒が出ると

いう事案もございました。そういったこと、

それから全国的にも水産高校系の実習船の中

では、長期にわたる閉鎖された空間の中でい

じめ問題が生じたり、傷害事件が起こったり

と、そういった様々な事案が発生する舞台と

もなってきたわけであります。こういった長

期にわたる外洋に向けていく、子どもさんた

ちを送り出す親御さんの一番の心配というの

は、生徒の皆さんの安全管理、責任がどこに

あるかということではないかと思うわけであ

りますが、この共同運航については、香川県

との間で生徒の安全管理責任についてどのよ

うな体制で、どのような危険負担をするのか

というような議論がなされているのかについ

て、お伺いをしたいと思います。

生徒の安全管理というの姫野高校教育課長

は、とても大きな課題だと認識をしておりま

す。

現在、先進県である福岡、長崎、山口、そ

ういったところの状況等を踏まえながら、両

県で協議を進めているところでございます。

なお、生徒のそういった関係性を更に高め

ながらということで、両県の実習で今年度、

お互いの実習先を、大分県は香川県に、香川

県の実習を大分県にということで、生徒交流

しながら、教員がその指導の中で両県を見て

いくというような今後の方向性を培っていき

たいとも考えております。

いろんなことが起こって損害賠償河野委員

の責任を取らねばならないときには、これは

別途個別の事案に応じて香川県と協議すると

いうような考え方でよろしいんでしょうか。

共同運航以降の管理運営姫野高校教育課長

の詳細につきましては、現在協議中というこ

とでございます。

そのほか質疑はございません土居副委員長

か。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですの土居副委員長

で、これをもって教育委員会関係予算に対す

る質疑を終わります。

―――――→…←―――――

以上で、本委員会に付託され土居副委員長

た全議案に対する質疑は終わりました。

―――――→…←―――――

分科会の設置及び付託

本委員会に付託された議案を土居副委員長

更に詳細に審査するため、運営要領に基づき

常任委員会単位の分科会を設置し、審査する
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ことといたします。

お諮りいたします。

分科会の主査及び副主査には、各常任委員

会の委員長及び副委員長をそれぞれ充てたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないようであります土居副委員長

ので、そのように決定いたします。

本委員会に付託された全議案を、お手元に

配付の付託表のとおり、関係分科会に付託い

たします。

分科会は、明２２日及び２３日にお開き願

います。

―――――→…←―――――

以上で、本日の審査日程は終土居副委員長

わりました。

次回は、２７日午前１０時から当議場で開

きます。

これをもって、本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。

分 科 会 付 託 表

件 名 付 託 分 科 会

第 １号議案 平成２９年度大分県一般会計予算 総 務 企 画

福祉保健生活環境

商 工 労 働 企 業

農 林 水 産

土 木 建 築

文 教 警 察

第 ２号議案 平成２９年度大分県公債管理特別会計予算 総 務 企 画

第 ３号議案 平成２９年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 福祉保健生活環境

第 ４号議案 平成２９年度大分県中小企業設備導入資金特別会計予算 商 工 労 働 企 業

第 ５号議案 平成２９年度大分県流通業務団地造成事業特別会計予算 〃

第 ６号議案 平成２９年度大分県林業・木材産業改善資金特別会計予算 農 林 水 産

第 ７号議案 平成２９年度大分県沿岸漁業改善資金特別会計予算 〃

第 ８号議案 平成２９年度大分県県営林事業特別会計予算 〃

第 ９号議案 平成２９年度大分県臨海工業地帯建設事業特別会計予算 土 木 建 築

第１０号議案 平成２９年度大分県港湾施設整備事業特別会計予算 〃

第１１号議案 平成２９年度大分県用品調達特別会計予算 総 務 企 画

第１２号議案 平成２９年度大分県病院事業会計予算 福祉保健生活環境

第１３号議案 平成２９年度大分県電気事業会計予算 商 工 労 働 企 業

第１４号議案 平成２９年度大分県工業用水道事業会計予算 〃
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